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第
一
節

民
生

事
業

明
治
時
代
ま
で

わ
が
国
の
民
生
事
業
が
近
代
的
な
施
策
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
以
降
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
社
会
生
活
上
の
弱
者
を
救
済
す
る
こ
と
は
ど
の
時
代
で
あ
っ
て
も
社
会
的
責
任
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
伝

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
聖
徳
太
子
に
よ
っ
て
推
古
天
皇
の
二
年

(
五
九
三
)
難
波

(
大
阪
)
に
建
立
さ
れ
た
四
天
王
寺
に
敬
田
院
・

悲
田
院
・
療
養
院
・
施
薬
院
が
置
か
れ
、
病
弱
者
や
孤
独
老
人
な
ど
を
救
護
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

制
度
的
に
は
、
律
令
制
で
五
保
制
を
設
け
、
末
端
行
政
組
織
と
し
て
近
隣
五
戸
を
も
っ
て
五
保
を
組
織
し
、
保
長
を
置
き
保
内
の
保
安

や
徴
税
の
責
任
を
と
ら
せ
た
と
い
わ
れ
、

弱
者
等
の
救
済
も
ま
た
こ
の
五
保
の
責
任
と
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、

そ
の
機
能
が
十
分
に
作

用
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
律
令
制
で
は
義
倉
制
度
が
定
め
ら
れ
、
戸
を
九
等
に
区
分
し
、
そ
の
等
級
に
応
じ
て
粟
(
稲
・
麦
・
大
豆
・
小
豆
)
を
納
め
さ
せ

て
こ
れ
を
貧
民
救
済
に
充
て
た
の
で
あ
る
。
義
倉
は
律
令
制
の
衰
微
に
つ
れ
て
衰
え
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
社
倉
・
常
平
倉
と
と
も

に
三

倉
と
い
わ
れ
、

幕
府
以
外
の
諸
藩
に
も
設
け
ら
れ
て
民
生
安
定
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
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な
お
、
社
倉
は
中
国
に
お
い
て
宗
代
に
始
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
わ
が
国
で
は
明
暦
一
年
(
一
六
五
五
)
会
津
藩
主
保
科
正
之
に
よ
っ

て
設
け
ら
れ
た
の
が
最
初
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
で
は
領
主
の
下
付
米
と
農
民
の
持
ち
高
に
よ
る
拠
出
米
と
を
備
蓄
し
た
も
の

で
あ
る
。
常
平
倉
は
奈
良
時
代
か
ら

穀
物
価
格
の
平
均
化
を
図
る
た
め
官
府
の
費
用
で
穀
物
を
貯
蔵
し
た
。

豊
年
の
と
き
は
買
い
上
げ
て
、
凶
年
の
と
き
は
払
い
下
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
五
保
を
祖
型
と
し
た
五
人
組
の
制
度
が
民
間
組
織
と
し
て
強
制
的
に
制
度
化
さ
れ
、
警
察
的
な
運
営
が
な
さ
れ
、

相
互
監
察
に
よ
っ
て
連
帯
責
任
の
負
担
、

貢
納
確
保
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
の
ち
に
、

領
主
の
意
思
の
伝
達
と
か
組
の
相
互
扶
助

に
重
点
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

古
代
か
ら
時
代
の
推
移
に
つ
れ
て
、
民
生
事
業
が
施
策
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
民
生
安
定
に
よ
る
政
権
維
持
と
い
う
一
面
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
結
果
的
に
は
社
会
的
理
想
を
追
求
し
た
こ
と
に
も
な
っ
た
か
ら
だ
と
い
え
よ
う
。

享
保
七
年
(
一
七
二
二
)
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
江
戸
小
石
川
養
生
所
が
設
け
ら
れ
、
医
師
二
十
名
に
よ
り
診
療
が
始
め
ら
れ
、
最
初
収

容
人
員
四
十
名
の
病
室
は
百
七
十
名
ま
で
に
拡
充
さ
れ
て
後
年
明
治
政
府
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

。

病
弱
と
貧
困
を
も
た
ら
す
原
因
は
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
た
が
、
農
作
物
の
凶
作
は
直
ち
に
直
接
原
因
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は

義
倉
の
制
度
が
始
め
ら
れ
た
の
が
和
銅
六
年
(
七
一
三
)
の
古
代
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
一
方
、
江
戸
時
代
後
半
期
の
農
村
は
飢

餓、
疫
病
と
と
も
に
間
引
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
間
引
き
の
風
潮
は
農
村
の
み
な
ら
ず
江

戸
、
京
、
大
阪
に
も
及
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

幕
府
は
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
「
出
生
の
子
取
扱
之
儀
御
触
書
」

を
布
達
し
て
こ
れ
を
取
り
締
ま
る
と
し
た
か
ら
天
領
、

各
藩
と
も
厳

し
く
対
処
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
罰
則
な
ど
は
各
藩
で
異
な
り
、
仙
台
藩
で
は
父
を
死
刑
に
し
た
例
が
あ
り
、

鹿
児
島
藩
で
は
罰
金
刑

で
あ
っ
た
り
し
た

(『
近
世
日
本
経
済
史

論
』
・
土
屋
喬
雄
)
。
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取
り
締
ま
る
こ
と
だ
け
で
間
引
き
は
防
げ
な
い
の
で
各
藩
は
養
育
基
金
を
設
け
て
養
育
料
の
給
付
を
し
た
が
、
こ
の
支
給
方
法
は
現
在

の
児
童
手
当
と

同
じ
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

秋
田
藩
の
場
合
、
文
政
八
年
(
一
八
二
五
)
か
ら
、
同
十
五
年
ま
で
の
間
に
八
百
三
十
七
人
に
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
支
給
方
法

は
生
ま
れ
た
年
に
米
三

俵
と
銭
二
貫
文
。
二
歳
時
に
米
二

俵
、
三

歳
時
に
米
一
俵
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
村
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
や
が

て
こ
の
規
定
は
離
婚
し
た
夫
婦
の
子
、
双
生
児
、
身
体
不
自
由
児
、
捨
て
子
な
ど
の
救
済
に
む
け
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

や
が
て
明
治
時
代
に
な
る
と
明
治
二
年
(
一
八
九
九
)
東
京
の
三
田
救
育
所
が
設
置
さ
れ
、

貧
困

者、
孤
児
を
収
容
し
て
い
る
。

明
治
七
年
「
恤
救
規
則
」
が
布
告
さ
れ
、

独
身
で
廃
疾
の
者
、
七
十
歳
以
上
の
老
衰
者
な
ど
に
は
年
間
米
一
石
八
斗
に
相
当
す
る
給
与

を
し
た
。
そ
の
ほ
か
若
い
者
で
あ
っ
て
も
身
寄
り
の
な
い
病
弱
者
、

あ
る
い
は
生
活
困
窮
者
の
救
済
を
し
て
い
る
。
給
与
は
石
代
と
し
て

そ
の
地
の
米
相
場
に
よ
っ
て
支
給
し
た
。

災
害
救
助
に
つ
い
て
は
明
治
八
年
「
窮
民
一
時
救
助
規
則」

を
制
定
し
、

食
糧
、

住
居
、

農
具
等
の
緊
急
貸
し
付
け
の
方
途
を
開
い

た
。
伝
染
病
等
の
流
行
に
よ
り
生
活
困
難
の
場
合
も
同
様
と
し
た
が
、
す
べ
て
現
物
で
は
な
く
現
金
と
さ
れ
た
。

明
治
十
三
年
「
備
荒
儲
蓄
法
」
の
制
定
で
「
窮
民
一
時
救
助
規
則
」
は
廃
さ
れ
た
が
、

新
法
は
地
租
納
付
者
に
強
制
積
み
立
て
の
義
務

を
課
し
て
い
る
。

ま
た
、

生
活
圏
の
拡
大
に
よ
り
旅
行
中
の
病

気、
死
亡
な
ど
へ
の
対
処
が
迫
ら
れ
、
明
治
三

十
二

年
(
一
八
九
九
)
「
行
旅
病
人
及
行
旅
死

亡
人
取
扱
法
」
の
制
定
と
な
っ
た
。
行
旅
人
の
事
故
を
、
そ
の
発
生
地
の
市
町
村
長
の
責
任
で
救
護
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て

い
る
。

甲
府
市
は
伊
勢
町
へ
救
護
所
を
設
置
し
て
救
護
を
開
始
し
、
昭
和
二
年
名
称
を
伊
勢
療
養
所
と
改
め
、
市
内
外
の
困
窮
者
を
収
容
し

た
。



制
度
の
進
展

明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
社
会
救
済
策
は
整
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
現
実
的
に
国
民
の
段
階
で
把
握
し
、
地
域
的
に
も
底
辺

を
広
げ
て
行
政
の
補
完
を
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
加
え
て
大
正
七
年
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
頃
か
ら
の
経
済
界
の
激
変
は
困
窮
者

を
続
出
す
る
に
い
た
っ
た
。
大
正
六
年
岡
山
県
で
は
、
岡
山
県
済
生
顧
問
制
度
を
設
け
て
困
窮
者
救
済
に
当
た
っ
た
。
大
阪
府
で
は
大
正

七
年
そ
の
た
め
の
方
面
委
員
制
度
を
設
け
て
お
り
、
東
京
府
慈
善
協
会
救
済
委
員
な
ど
も
制
度
化
さ
れ
て
社
会
的
弱
者
の
救
済
に
当
た
っ

た
。本
県
で
は
昭
和
二
年
(
一
九
二
七
)
三
月
「
山
梨
県
方
面
委
員
規
程
」
が
設
け
ら
れ
県
内
に
七
百
三

十
名
の
委
員
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
年
「
救
護
法
」
が
公
布
さ
れ
同
六
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
救
護
法
の
適
用
は
市
町
村
長
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、

方
面
委
員
は
そ
の
補

完
を
し
た
。
委
員
は
名
誉
職
と
さ
れ
、

無
給
で
あ
り
、
こ
れ
を
有
給
に
す
る
こ
と
は
救
護
法
の
立
法
精
神
に
反
す
る
と
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
精
神
は
民
生
委
員
制
度
へ
引
き
継
が
れ
て
現
在
に
及
ん
で
い
る
。

救
護
法
は
適
用
を
(
六
十
五
歳
以
上
の
老
衰
者
、

(二
十
三
歳
以
下
の
幼
者
、
(
妊
産
婦
、

(四
不
具
廃
疾
、
疾

病
、
傷
痍
そ
の
他
の
精
神

ま
た
は
身
体
の
障
害
に
よ
っ
て
労
働
で
き
な
い
者
と
し
、
そ
の
救
護
施
設
は
養
老
院
、
孤
児
院
、
病
院
そ
の
他
法
に
よ
る
救
護
施
設
と
し

た
。
救
護
の
種
類
は
一
生
活
扶
助
、
(
医
療
、( )

助
産
、

(四)
生
業
扶
助
と
し
、
今
日
の
生
活
保
護
法
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
の
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

「
生
活
保
護
法
」
は
昭
和
二
十
五
年
に
公
布
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
の
昭
和
二
十
一
年
九

月、
生
活
保
護
法
の
旧
法
は
公
布
さ
れ
た
。
旧

法
は
、
昭
和
二
十
年
閣
議
決
定
さ
れ
た
応
急
措
置
の
「
生
活
困
窮
者
緊
急
生
活
援
護
要
項
」
を
発
展
的
に
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
内
は
、
失
業
者
、
戦
災
者
、
海
外
引
き
揚
げ
者
、
在
外
者
の
留
守
家
族
、
傷
い
軍
人
及
び
そ
の
家
族
、
そ
し
て

戦
没
者
遺
族
が
生
活
の
困
難
に
直
面
し
て
い
た
。
加
え
て
戦
争
中
の
物
資
不

足
、
と
り
わ
け
食
糧
不
足
は
は
な
は
だ
し
く
、
戦
時
中
の
統
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制
経
済
は
有
名
無
実
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
“
ヤ
ミ
相
場

"
"
ヤ
ミ
物
資

"
時
代
で
あ
っ
た
。

当
時、

県
内
の
要
保
護
世
帯
は
六
千
二
百
九
世
帯
、
一
万
九
千
三
百
九
十
三
人
(
昭

和二
十
二
年
五
月
末
現
在
)
と
い
わ
れ
県
民
の

約

二
・
四
%
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
「
民
生
委
員
法」

が
制
定
さ
れ
、

要
保
護
世
帯
の

援
護
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
新
憲
法
の
施
行
は
、

生
活
保
護
法
の
拡
充
を
も
た
ら
し
、
新
法
は
ま
た
民
生
委
員
法
と
一
体
化
し
た
運
営
を
展
開
し
た

の
で

あ
る
。

民
生
委
員
の
活
動
は
生
活
保
護
法
の
推
進
に
寄
与
し
な
が
ら
、

老
人
福
祉
、
身
体
障
害
者
福
祉
、
精
神
薄
弱
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、

母
子
福
祉
な
ど
福
祉
事
業
推
進
の
中
核
と
な
っ
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
な
お
最
近
五

ヵ
年
間
の
活
動
状
況
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。

本
村
の
民
生

本
村
の
民
生
事
業
も
ま
た
疾
病
と、

貧
困
に
苦
し
む
隣
人
へ
救
い
の
手
を
差
し
の
べ
て
い
る
。

ま
た
、

積
極
的
に
共
同
体
と
し
て
対
処
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

鳴
沢
の
渡
辺
泰
一
家
文
書
に
は
元
治
元
年
(
一
八
六
四)
七
月
設
立
さ
れ
た
無
尽
会
の
定
款
が
あ
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
渡
世
に
差
し

障
り
が
生
じ
、
三
十
両
の
無
尽
会
を
結
成
し
た
。
一
口
三
両
で
十
三
口
合
計
三
十
九
両
が
集
め
ら

れ
、

そ
の
う
ち
八
両
二
分
は
割
返
し

に
、
二
分
が
茶
代
、
酒
代
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
総
数
十
三
口
は
さ
ら
に
二
十
一
人
に
分
け
ら
れ
て
負
担
し
て
い
る
。
無
尽
や
頼
母
子
講

な
ど
は
金
融
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
金
融
を
通
じ
て
生
活
の
援
助
を
し
あ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
三
年
「
備
荒
儲
蓄
法」

が
公
布
さ
れ
て
備
荒
対
策
は
一
段
と
強
化
さ
れ
る
一
方
、

貨
幣
経
済
は
急
激
に
進
展
し
た
。

折
か
ら
藤

村
県
令
は
殖
産
興
業
の

施
策
を
進
め
て
お
り
、

経
済
安
定
を
指
向
し
た
の
で
あ
る
。

備
荒
も
そ
の
一
連
の
流
れ
の
な
か
で
県
が
主
唱
し
て

し
る
。



問題別件数・指導件数 関係制度別相談・指導件数

身 体
生活費 年金保険 生活環境 そ の 他 計 生活保護 老人福祉 障害者

福 祉

8,252 6,165 5,521 25,381 80,161 12,289 24,269 8,182
421 562 414 2,653 6,317 620 2,153 526

7,408 6,118 4,950 25,828 78,983 10,306 25,242 8,392

305 419 593 3,874 7,645 652 2,554 815

7,691 6,758 5,764 33,356 93,976 8,986 30,662 9,274
459 705| 764 3,428 8,161 608 3,348 436

6,845 6,373 6,338 35,103 103,281 8,166 37,252円 11,362
448 423 759 3,562 8,619 636 3,337 706

45 160 40 27

7,417 7,423 9,608 53,602 145,302 10,463 62,828 13,275

589 259 888 5,378 13,003 788 5,797 1,072
32 121 13 17

7,196 7,658 11,129 64,989 164,629 10,918 77,133 14,850
470 501 763 5,215 12,269 710 6,229 910

11 19 102 20 13
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第二章 社会福祉

民生委員・児童委員の活動状況(昭和55～60)
相 談
内 訳 民生委員

問 題 別 件 数・指 導 件 数

定 数 |家族関係「住 居|健 康|仕 事 事故災害
年別

県 2,231 6,668 2,716 19,528 4,832 1,098
昭和

都留 208 523 138 1,254 285 67
55

村

2,231 6,390 2,728 19,260 4,977 1,.316

56 都留| 208 425 208 1,389 334 98

村 5

県 2,231 6,443| 3,251 23,169 5,438 1,606
57 都留 214 338 196 1,.605 306 360

村 5

県 2,231 7,689 3,207 30,558 5,879 1,289
58 都留 214 494 189 2,207 374 163

村 11 63 2.5

2,231 9,093 3,469 48,251 5,301 11,38

59 都 留 214| 919 236 4,249 431 59

村 5 40 15

県 2,233 9,953 3,886 53,051 5,515 1,252

60 都留 214 913 176 3,868 324 39

村 11 48

資料 県厚生部総務課
団体表示の都留は都留福祉事務所である。
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その 他 活 動件 数
施 設 活動日数 訪問日数

計 調 � |証明事務

80,161 17,378 7,304 16,646 34,944 91,767 93,187

6,317 808 429 1,422 2,757 6,479 7,213

76,983 14,719 7,675 15,427 37,036 91,600 91,475

7,645 1,095 578 1,618 3,536 7,510 8,451

93,976 16,277 8,652 17,873 36,245 99,245 110,754
8,161 859 406 1,861 3,105 7,371 9,816

103,281 17,408 8,831 17,924 38,436 107,479 113,656

8,619 1,203 1,340 1,479 3,094 8,496 10,887
160

145,302 26,363 11,967 24,504 47,793 133,170 168,707

13,003 2,126 757 1,923 4,272 10,722 16,368

121

164,629 27,849 11,139 27,493 54,138 144,733 179,896

12,269 1,533 613 2,058 3,815 9,151 13,045

102 42 10 18 119 204 113

-308・
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第二章 社会福祉

内
相談
訳 関 係 制 度 別 相 談・指 導 件 数

年别 者
精神
福
薄
祉
弱 児童福祉 母子福祉 母子保健 資

世 帯厚
金
生 そ の 他

別

県 2,053 4,949 6,278 1,563 4,594 15,984
昭和

都留 144 471 447 80 161 1,715
55.

県 1,826 4,672 4,850 1,545 4,027 18,129
56 都留 224 420 514 28 208 2,229

村

県 2,390 6,508 5,122 1,670 3,590 25,774
57 都留 139 422 434 63 162 2,.549

村

県 2,311 7,205 5,188 1,766 3,824 26,207
58 都留 268 461 440 128 251 2,392

村 14 24 35

県 2,551 7,612 7,688 2,137 4,489 34,259

59 都留 214 765 622 129 357 3,259

村 15 17 46

県 2,804 8,313 6,359 2,016 4,034 38,201

60 都留 216 700 383 88 233 2800

村 24 5 32
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元治元年の 無尽取定の事
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2
2
7
0
0
0
4

明
治
十
四
年
一
月
、
南
都
留
郡
長
か
ら
村
長
渡
辺
敬
知
あ
て
の
文
書
が
あ

e
r

a全
f
o
s民 t

定 t r
し

事 f
o

る
。

●
波
私

車
中
後

「
抑
今
日
世
間
ノ
景
況
ヲ
観
察
ス
ル
ニ
民
俗
漸
次
驕
奢
に
赴
キ
人
情
い
花
美

白
寿

の
紐
在

T
w
i
t

t
新
奇
ラ
好
ム
風
ヲ
ナ
シ
其
非
常
予

備
ノ
如
キ
ハ
恬
ト
シ
テ
顧
ミ
サ
ル
モ
ノ
ノ
如

そ
のま
私

使
汁

ク
万
一
一
朝
不
慮
ノ
災
害

=
遭
遇
ス
ル
ト
キ
ハ
忽
チ
凍
餒
飢
餓

=
迫
り
不
可
謂

惨
状
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ン
モ
難
図… …

」
し
た
が
っ
て
日
常
の
貯
蓄
こ
そ
が
備
え

山
本
幸
独
学
し
た

事
で
あ
る
と
通
知
し
て
い
る
。

卑
一般
走
を
th
at

明
治
三
十
年
頃
の
村
の
勤
倹
貯
蓄
規
定
で
は
勤
倹
督
励
員
五
名
を

置
き
、

冷
2
え

に
葬
儀
の
酒
を
禁
止
し
祭
典
な
ど
以
外
の
酒
宴
禁
止

に)
放
楽
興
行
の
禁
止
伺 )

毎

美
,

刻
文

笔
、
女
服

月
十
銭
以
上
一
円
以
下
の
貯
蓄
四
貯
金
が
二

十
円
以
上
に
な
っ
た
場
合
は
勧
業

2
銀
行
債
券
か
確
実
な
株
券
で
の
利
殖
を
す
る
こ
と
ー
を
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

中
メ

し
か
し
こ
れ
は
必
ず
し
も
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
次
の
規
定
で
当

時
の
村
内
の

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

明
治
四
十
二
年
二
月
二
十
日

勤
倹
貯
蓄
規
程

鳴
沢
村
第
二
区

第
一
条

当
区
は
戊
申
詔
書
ノ
御
趣
旨
二
基
キ
産
業
ノ
発
達
ヲ
図
リ
平
素
淳
朴
ヲ
守
リ
日
常
ノ
経
済
ヲ
節
約
シ
民
力カ
ヲ
涵
養
シ
学
資
ノ
充
実
ヲ
ナ
ス

ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
条

本
規
定
ヲ
実
践
ス
ル
為
メ
左
ノ
役
員
ヲ
置
キ
正
副
委
員
長
ハ
区
会

ニ
於
テ
選
任
シ
委
員
ハ
各
組
長
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ツ
其
任
期
ハ
各
々
二
ヶ
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年
ト
ス

一
、

正
副
委
員
長
各
一
人

一、
委
員

六
人

第
三
条

委
員
長
ハ
本
規
定
実
践
二
関
ス
ル
事
務
ヲ
指
揮
監
督
ス

副
委
員
長
ハ
委
員
長
ヲ
補
佐
シ
委
員
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
ス
ヲラ
代
理
ス

委
員
ハ
委
員
長
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
其
ノ
組
内
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
処
理
ス

第
四
条

当
区
民
冠
婚
葬
祭
其
他
ノ
饗
宴
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
委
員

ニ
届
出
指
揮
監
督
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

第
五
条

第
一
条
ノ
目
的
ヲ
達
ス
ル
為
メ
左
ノ
手
段
ヲ
採
ル

一
、

葬
式
ハ
組
内
居
住
ノ
者
二
於
テ
互
ニ
助
力
執
行
ス
ル
事

二
、

葬
式
後
御
斉
ノ
席
へ
ハ
縁
故
ア
ル
モ
ノ
ノ
外
招
待
セ
サ
ル
コ
ト

三
、

葬
式
ニ
付
握
飯
ノ
接
待
及
撒
銭
ハ
一
切
廃
止
ス
ル
コ
ト

四
、
一
般
会
葬
者
へ
ハ
一
切
酒
ヲ
用
ヒ
サ
ル
事

五
、
葬
式
ノ
費
用
ハ
各
自
前
年
度
三
於
テ
負
担
シ
タ
ル
通
常
村
税
(
教
育
費
〕
含
ム
)
ノ
倍
額
ヲ
超
過
セ
サ
ル
コ
ト

六
、
一
戸
ヲ
構
フ
ル
モ
村
税
ノ
負
担
ヲ
免
除
シ
ア
ル
モ
ノ
ハ
最
下
等
ノ
例
ニ
依
ル

七
、
婚
礼
、
移
転
、
帯
解
、

厄
拂
、

未
祝
、
法
会
等
ハ
已
定
ノ
規
約
ヲ
遵
守
シ
努
メ
テ
節
約
ヲ
為
ス
コ
ト

但
シ
婚
礼
ノ
式
ハ
可
成
関
係
者
ノ
ミ

ニ
テ
之
ヲ
済
ス
コ
ト

八
、
出
産
祝
、
快
気
祝
、

初
節
句
、
村
切
酒
、
座
敷
洗
、

御
苦
労
呼
、
普
請
中
ノ
「
オ
シ
キ
セ
」
等
ヲ
廃
止
シ
猶
葺
始
、

握
飯
、

投
餅
、
五
福
粥

等
小
供
二
施
ス
ル
コ
ト
ハ
合
セ
テ
廃
止
ス
ル
コ
ト

九
、

厚
誼
ノ
義
理
上
贈
答
ス
ル
モ
ノ
ハ
現
金
又
ハ
日
用
品
ラ
以
テ
ス
ル
事
但
戸
主
若
ク
ハ
十
七
歳
以
上
ノ
モ
ノ
ノ
葬
式
ニ
付
テ
ハ
親
戚
知
己
以
外

ノ
者
ト
雖
モ
一
戸
主
金
二
銭
以
上
ノ
香
料
ヲ
贈
ル
コ
ト

第
六
条

前
条
ニ
ョ
リ
節
約
シ
タ
ル
余
裕
金
ハ
左
ノ
標
準
ニ
依
リ
学
校
基
本
財
産
ニ
寄
附
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一、
葬
式
ニ
関
シ
テ
費
消
シ
タ
ル
金
額
ノ
百
分
ノ
十
以
上
但
シ
五
十
銭
未
満
ノ
モ
ノ
ハ
免
除
ス

二
、
婚
礼
其
他
ノ
饗
宴

ニ
付
テ
ハ
二
十
人
以
上
ヲ
招
待
シ
タ
ル
場
合
ハ
一
回
金
一
円
以
上
但
シ
特
別
ノ
婚
礼

ニ
付
テ
ハ
金
五
円
以
上



第
七
条

従
前
ノ
蚕
祝
ヲ
廃
止
シ
左
ノ
標
準
ニ
依
リ
学
校
基
本
財
産
へ
祝
賀
寄
附
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス

一、
春
秋
二
季
、
養
蚕
及
桑
代
金
ヨ
リ
生
ス
ル
収
入
額
(
雇
人
給
料
及
買
入
桑
代
ヲ
除
ク
)
普
通
以
上
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
増
収
額
ニ
対
ス
ル
百
分

ノ
二
以
上

第
八
条

当
区
民
ハ
朝
起
夜
業

実
行
シ
忠
実
業
二
服
シ
日
常
ノ
経
費
の
節
約
シ
一
ヶ
月
金
五
銭
以
上
ノ
貯
金
ヲ
為
ス
コ
ト
但
シ
貯
蓄
ヲ
怠
リ
タ
ル

モ
ノ
ニ
ハ
農
事
仕
附
金
ノ
貸
付
ラ
停
止
ス
ル
モ
ノ

ト
ス

第
九
条

本
規
定
第
五
条
第
六
条
第
七
条
ニ
違
背
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
其
者
ノ
負
担
ス
ヘ
キ
村
税
ノ
二
倍
以
上
五
倍
以
下
ヲ
違
約
料
ト

シ
テ
ニ
ケ
年
増
課

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
条

当
区
ハ
農
蚕
ノ
副
業
ト
シ
テ
冬
期
間
ス
ゞ
竹
細
工
奨
励
ノ
為
メ
講
師
ヲ
聘
シ
一
般
へ
講
習
セ
シ
ム
ル
コ
ト

第
十
一
条

本
規
程

ニ
関
ス
ル
細
則
ハ
委
員
協
議
ノ
上
之
ラ
定
ム

明
治
四
十
五
年
二
月
一
日
設

勤
倹
規
程

鳴
沢
村
第
壱
区

鳴
沢
村
第
一
区
勤
倹
規
程

第
一
条

当
区
ハ
戊
申
詔
書
ノ
御
趣
旨
ニ
基
キ
勤
倹
力
行
産
業
ノ
発
達
ヲ
図
リ
日
常
経
済
ヲ
節
約
シ
民
力カ
ヲ
更
張
ス
ル
ラ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
条

本
規
程
ヲ
実
践
ス
ル
為
メ
左
ノ
役
員

ヲ
置
キ
其
ノ
任
期
ハ
ニ
ケヶ
年
ト
ス

一
、
正
副
委
員
長
各
壱
人

一
、
委
員

拾
人

第
三
条

正
副
委
員
長
ハ
其
当
時
ノ
区
長
及
代
理
者
ラ
以
テ
シ
委
員
ハ
各
組
ノ
参
与
委
員
ヲ
以
テ
本
規
程
ノ
事
務
ヲ
指
揮
監
督
ス

第
四
条

副
委
員
長
ハ
委
員
長
ヲ
補
佐
シ
委
員
長
事
故
ア
ル
ト
キ
之
二
代
ル

委
員
ハ
委
員
長
ノ
指
揮
フ
受
ケ
其
ノ
組
内
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
処
理
ス

第
五
条

当
区
民
中
冠
婚
葬
祭
及
上
棟
祝
并
ニ
初
節
句
厄
除
祝
法
会
等
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
左
記
各
項
ヲ
遵
守
ス
ル
ハ
勿
論
如
何
ナ
ル
資
産
家
で

雖
モ
来
賓
一
人
三
付
祝
酒
三
合
ヲ
一
戸
主
以
下
ノ
者
ハ
一
合
ヲ
超
ユ
ル
事
ヲ
得
ス

但
シ
十
五
歳
以
下
ノ
者
ニ
ハ
一
切
酒
類
ヲ
用
ヒ
サ
ル
事
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一
、

普
請
中
ノ
晩
酌
及
御
苦
労
呼
、
座
敷
洗
、

職
人
呼
ヲ
全
廃
ス
ル
事

二
、

婚
礼
祝
二
付
テ
ハ
連
呼
御
労
苦
呼
座
敷
洗
ヲ
全
廃
ス
ル
事

三
、

出
産
祝
二
贈
呈
ス
ル
物
品
ヲ
全
廃
シ
一
家
二
付
現
金
五
銭
以
上
壱
円
以
下
ヲ
贈
リ
可
成
産
児
ノ
貯
金
ト
為
ス
コ

pト
a
t
i
e
n

四
、

初
節
句
ニ
ハ
雛
人
形
並
ニ
幟
其
ノ
他
之

ニ
類
似
ノ
モ
ノ
ヲ
贈
□
ス
ル
事
ヲ
全
廃
ス

五
、

葬
式
ニ
ハ
野
酒
、
握
飯
、

撒
銭、

悔
呼
、
四
十

九
、
線
香
ノ
贈
呈
ヲ
全
廃
ス
ル
コ
ト

但
シ
寺
ニ
ハ
此
ノ
限
ニ
ア
ラ
ス

六
、

葬
式
ハ
可
成
其
ノ
組
内
居
住
者

ニ
於
テ
相
互
協
力
執
行
シ
会
葬
者
ハ
可
成
香
奠
ト
シ
テ

金
二
銭
以
上
ヲ
喜
捨
ス
ル
事

此
ノ
場
合
穴
掘
酒
ハ
弐
升
以
下
ノ
事

七
、
日
待
類
八
年
内
一
回
ト
シ
従
来
酒
ヲ
用

ヒ
来
リ
シ
日
待
ト
雖
モ
酒
参
合
以
上
ラ
用
ウ
ル
事
ヲ
得
ス

八
、

軍
人
ノ
出
立
祝
、

帰
郷
祝
、
之

ニ
要
ス
ル
土
産
物
ノ
贈
□
ヨ
全
廃
シ
送
別
会
二
酒
ヲ
用
ヒ
サ
ル
事
但
シ
戦
時
ハ
此
ノ
限
ニ
ア
ラ
ス

九
、
区
長
ノ
拝
賀
ハ
区
内
関
係
者
一
同
学
校

ニ
集
合
シ
テ
冷
酒
五
升
ヲ
以
テ
挙
行
ス
ル
事

十
、

村
社
ノ
祭
典
ハ
四
月
十
五
日
一
回
ト
ス

第
六
条

前
条
ノ
規
定

ニ
違
反
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
共
有
林
ノ
入
林
権
ヲ
参
ヶ
年
間
以
内
停
止
シ
尚
其
ノ
組
内
ノ
貯
金
配
当
額
ノ
権
利
ヲ
失
フ
モ
ノ
ト
ス

但
シ
此
ノ
場
合
ニ
ハ
委
員
ノ
協
議
ニ
依
リ
処
断
ス

第
七
条

諸
勧

化、
物
貰
、
遊
芸
、
押

売、
其
ノ
他
之

ニ
類
ス
ル
モ
ノ
ハ
一
切
謝
絶
ス
ル
コ
ト

第
八
条

区
内
人
民
ノ
集
会
ニ
於
テ
酌
婦
ヲ
傭
入
レ
宴
会
ヲ
為
ス
事
ラ
得
ス

第
九
条

当
区
民
ハ
風
紀
ヲ
取
締
ル
為
メ
左
ノ
各
項
ヨ
恪倍
守
ス
ペ
シ

一
、
納
税
ノ
義
務
ヲ
励
行
ス
ル
事

二
、
猥
リ
ニ
大
声
ヲ
発
シ
品
行
ヲ
乱
サ
サ
ル
事

三
、
道
祖
神
祭
ニ
「
ヲ
カ
タ
ブ
チ
ー
ト
称
ス
ル
弊
風
ヲ
為
サ
サ
ル
事

四
、
一
般
ノ
儀
式
及
集
会
ニ
ハ
時
刻
ヲ
厳
守
ス
ル
事

五
、
賭
博
及
之

ニ
類
ス
ル
所
為
ヲ
ナ
サ
サ
ル
事

第
十
条

本
規
程
ハ
明
治
四
十
五
年
ョ
リ
全
五
拾
四
年

ニ
至
ル
ヤ 十
ヶ
年
間
履
行
ス
ル
事
但
シ
期
間
中
ト
雖
モ
委
員
会
ノ
決
議
ニ
因
リ
加
除
訂
正
ス
ル
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事
ヲ
得

右
条
々
遵
守
ス
ル
為
メ
区
民
一
同
署
名
捺
印
候
也

生
活
改
善
運
動
が
実
施
段
階
で
ど
の
程
度
実
行
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
大
正
時
代
に
な
る
と
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
不
況
を

む
か
え
た
。
こ
の
頃
の
共
助
生
活
を
み
る
と
大
田
和
郷
倉
に
「
膳
椀
貸
付
損
料
取
立
帳
」
が
あ
る
。
大
正
十
四
年
一
月
か
ら
と
推
定
で
き

る
記
録
が
あ
り
共
用
物
件
貸
付
料
金
表
は
次
の
通
り
で
区
民
の
利
用
に
供
さ
れ
て
い
た
。

貸
付
料
金

一
、

膳
、

椀
、

壺
、
平
附

拾
人
前

金
五
銭

一
、

徳
利
、
盃
共

拾
人
前

金
五
銭

一
、

盃
破
損
料

壱
個

金
五
銭

一、
徳
利
壱
本
破
損
料

壱
本

金
弐
拾
銭

一
、
火

鉢
壱

個
金
五
銭

一
、
器
輪
(ジ

ャ
ッ
キ
)
壱
個
一
日
分
金
拾
銭

但
シ
器
輪
貸
付
料
ハ
他
村
ノ
者
二
八ハ
倍
額
ノ
事

一
、
セ
メ
ン
ト
使
用
器
物
一
切
一
日
分
全
部
金
拾
銭

一
、

膳
椀
破
損
ハ
世
話
人

ニ
於
テ
見
計
ヒ
破
損
料
ヲ
徴
収
ス
ル
事

以
上

昭
和
四
年
二

月

こ
の
時
の
備
品
数
は
壺
四
十
人
分
、
膳
三
十
九
人
分
、
火
鉢
十
一
個
、
盃
八
十
五

個、
徳
利
八
十
五
本
で
あ
る
。

現
在
こ
れ
ら
の
備
品
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

本
村
の
郷
倉

本
村
に
は
鳴
沢
、
大
田
和
に
各
一
棟
の
郷
倉
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
在
は
郷
倉
と
し
て
の
機
能
は
な
い
。
郷
倉
は
江
戸
時
代
の



第二章 社会福祉

-‒315-

公
的
穀
倉
で
、
年
貢
米
な
ど
の
一
時
的
な
収
納
施
設
だ
っ
た
が
社
倉
、
義
倉
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
非
常
救
済
、
貸
付
用
の
備
荒
貯
穀
倉
と

な
り
、
の
ち
に
は
現
物
の
ほ
か
通
貨
に
よ
る
備
荒
施
策
な
ど
を
併
用
し
て
制
度
と
施
設
と
の
運
営
が
変
化
し
て
き
た
。

そ
の
動
向
を
『
那
須
野
郷
倉
』
(
小
野
武
夫
)
に
よ
っ
て
み
る
と
天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
創
設
さ
れ
た
そ
の
倉
は
稗

(
ひ
え
)
を
貯
穀
し

て
い
た
。
米
は
年
々
に
上
納
し
て
残
ら
な
か
っ
た
の
と
同
時
に
、
稗
は
米
よ
り
も
長
期
保
存
に
耐
え
得
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
明

治
三
年
(
一
八
七
〇
)
に
は
稗
よ
り
も
製
(
も
み
)
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
頃
は
開
田
な
ど
に
よ
っ
て
稲
作
が
進
み
、
か
つ
米
の
流

通
性
が
高
め
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
。
さ
ら
に
明
治
十
三
年
頃
か
ら
は
備
荒
か
ら
積
極
的
な
貸
し
出
し
へ
運
営
方
針
を
転
換

し
、
明
治
二
十
六
年
ま
で
存
続
し
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
動
向
は
本
県
で
も
同
様
で
あ
る
。

宮
原
村
(
現
六
郷
町
)
の
文
化
十
年
(
一
八
一
三
)
の
「
貯
穀
取
集
小
前
帳
」
に
よ
れ
ば
同
年
単
年
の
貯
穀
高
三
斗
七
升
三
合
で
現
在
総

貯
穀
高
十
七
石
五
斗
六
升
二
合
(
八
石
一
斗
八
十
八
合
、
麦
九
石
三
十
七
升
四
合
)
と
な
っ
て
い
る
。
戸
数
約
七
十
戸
で
一
人
平
均
一
ヵ
年

一
合
程
度
の
積
穀
量
で
あ
る
。

本
村
の
場

合、
時
代
は
異
な
る
も
の
の
明
治
十
三
年
(
一
八
八
〇
)
の
記
録
を
み
る
と
村
民
一
人
に
つ
き
稗
一
合
を
積
み
立
て
て
い
る
。

同
年
の
人
口
一
千
人
と
し
て
、
う
ち
二
百
人
を
要
救
済
人
口
と
し
、
半
年
分
の
食
糧
と
救
金
を
準
備
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
ヤ
カ ヵ

年
計
画
で
積
立
金
一
千
五
百
十
二
円
、
稗
十
八
石
九
斗
を
貯
穀
す
る
と
し
た
。
そ
の
積
み
立
て
方
法
は
村
民
一
人
に
つ
き
稗
一
合
を
賦
課

し
て
こ
れ
は
現
金
と
し
て
積
み
立
て
、
さ
ら
に
村
内
各
戸
を
貧
富
の
差
に
よ
っ
て
等
級
を
定
め
、
一
等
級
に
つ
き
稗
一
合
を
賦
課
し
た
。

す
な
わ
ち
一
等
の
家
は
一
升
、
二
等
の
家
は
九
合
の
こ
と
と
な
る
。
こ
の
分
は
同
年
分
百
五
十
一
円
二
十
銭
で
あ
る
。
な
お
そ
の
等
級
は

次
表
の
通
り
で

あ
る

こ
れ
を
基
金
と
し
て
救
荒
策
を
立
て
て
い
る
。
不
作
の
年
の
一
年
の
う
ち
百
八
十
日
間
を
救
う
と
し
、
手
当
金
一
人
に
つ
き
一
日
四
銭



明治13年村税割等級表

等 級 負担率 戸 数

1等 2戸5分
2.2 11

1.9 12

1.6 12

1.3 31

1.0 40

0.8 29

0.6 16

0.4 24

10 0.2

等 外 無力、無家 15 うち女の名と思われる者3
合 計 198

注 6等1.0として上下に区分している。ただし表にはされていない。
1
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二
厘
、(

稗
五
合
に
相
当
)
を
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
明
治
十
三
年
公
布
の
「
備
荒
儲
蓄
法
」
に
よ
る
措
置

考
で
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
救
荒
制
度
と
し
て
郷
倉
が
機
能
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
の
記
録
と
し
て
は
鳴
沢
地
区
の
渡
辺
泰
一
家
文

書
に
よ
れ
ば
安
政
七
年
(
一
八
六
〇
)
、
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)

代
官
所
に
よ
る
貯
穀
検
分
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。

村
記
録
で

は
明
治
三
年
(
一
八
七
〇
)
三

月
の
「
窮
民
御
救
金
拝
借
書

n
i
v
er

備
上
帳
」
が
あ
り
、
一
戸
平
均
二
、
三
分
の
借
り
入
れ
を
し
て

お
り
、
三
ヵ
年
返
済
で
名
主
な
ど
五
名
が
連
帯
し
三

十
九
戸

が
借
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
頃
は
通
貨
経
済
が
進

2
6

展
し
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
明
治
十
六
年
五
月
の
「
凶
荒
予
備
稗
貸
下
簿
」

0
に
よ
れ
ば
稗
三
石
七
斗
一
升
九
合
が
二
十
五
戸
に
よ
っ
て
借

0

り
出
さ
れ
て

い
る
。

一
方
、
明
治
十
三
年
県
の
通
達
に
よ
っ
て
十
カ
年
計
画
の

2
3

4
5

6
7

8
9

積
み
立
て
は
、

同
十
七
年
で

金
額
二
百
九
十
一
円
三

銭
一

厘
、
稗
二
十
四
石
七
斗
九
升
に
達
し
、
現
金
は
第
十
国
立
銀
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行
へ
預
金
さ
れ
て
い
る
。

『山
梨
県
綜
合
郷
土
研
究
』
に
よ
る
と
、
本
村
の
郷
倉
記
録
は
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
以

降
明
治
三
十
五
年
(
一
九
〇
二
)
ま
で
の
積
穀
数 双
控
帳
が

、 あ
っ
た
と
伝
え
て
い

る
が
現
在
は
明

ら
か
で
は
な
い
。

現
在
は
両
郷
倉
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で

管
理
し
て
お
り
、

共
有
物
件
な
ど
の
収
蔵
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
村
の
郷
倉
は
鳴
沢
で
は
若
者
穀
蔵
、
大
田
和
で
は
郷

蔵と
称
さ
れ
て

い
た
。

現
在
の
倉
は
、

鳴
沢
の
は
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
、
大
田
和
の
は
安
政
二

年
(
一
八
五
五
)
に
建

て
直
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
の
記
録
が
板
書
き
さ
れ
て
現
存
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
数

次
と
み
ら
れ
る
補
修
修
繕
に
よ
っ
て
、
特
に
屋
根
部
分
は
改
造
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
な

お
、

前
記
板
書
き
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
大
田
和
郷
倉
記
録

棟
梁

久
右
ヱ
門

郷
蔵
造
替
御
普
請

大
工
棟
梁

村
御
役
人
中

一
、
金
四
両
也
山
造
請
渡
し

同
所

江
蔵
世
話
人
中

請
元

酒
五
升

御
若
者
中

一、
甲
州
身
延
村

松
之
助

同
壱
升

茶
役
所
重
左
工
門

木
口

請
元
当
所

同
壱
升

江
戸
屋
伝
左
工
門

一、
金
弐
分
壱
朱

仁
右
工
門

棟
木
壱
本
御
見
舞

木
立
村
西
丁
喜
右

ヱ
門

一
、

金
五
両
也

大
工
請
渡
し

地
祭
御
見
舞

成
沢
成
宝
院

当
所
請
元

半
七

同
所

織
部

介



重仁 作 菊茂富富
左 左 次 口 兵 右

鳴 沢 郷倉 ュ エ
門 門 良□ 衛 作門
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当
役
人

徳
兵
工

○
鳴
沢
郷
倉
記
録

同
所

弥
右
エ
門

若
者
穀
蔵

百
姓
代

重
左
エ
門

大
工

冨
右

エ
門

先
役

伝
右
エ
門

先
百
姓
代

文
右
エ
門

山
見

安
右
工
門

同
所

儀
兵

工
作

次
良

先
山
見

周
右
エ
門

小
世
話
人

仁
左

エ
門

同
所

伝
五
右
エ
門

重
左

ヱ
門

江
蔵
世
話
人

市
口
口
ェ
門

同
所

久
エ
門

同
所

七
左
工
門

3

同
所

浅
兵

工

郷
蔵
御
造
替

棟
祭

利

維
時
安
政
二
丁
卯

年

三
月
吉
辰

(
裏
面
)

一
、

壱
分
弐
朱

江
蔵
屋
殿

地
代

伝
四
郎
江
口

一、
郷
蔵
造
替
入

用

惣
ズ

金
拾
六

両
ト

銭
八
拾

八
文
也
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□
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一
、

同
エ

一
、
同

御
見
舞

一、
同

一
、
青
銅
式
拾
疋

通
玄

寺
一
、

同

一
、

青
銅
弐
拾
疋

成
宝

院
一
、

同
重
左

ェ
門

一
、
金

百
疋

村
役
人
中

一
、

青
銅
拾
□

西
村

屋

金
弐
拾
疋

一
、

同
庄

一、
金
弐
拾
五
疋

源
次
右
エ
門

一、
青
銅
□
[

徳 德
口

一
、

金
五

拾
疋

久
兵

衛
若
者
世
話
人

一、
口

江
料

庄
左
工
門

一 、
口

甚
右

エ
門

一、
同

治
右
エ

門
一
、

徳
右
エ
門

一、
同

甚
右

ェ
門

一、
治

左
工
門

一
、

同
徳
右

ェ
門

一、
庄

左
エ
門

一
、

同
久

兵
衛

文
久
元
年

一、
酒
五
口

□
右
エ
門

辛
酉
十
月
吉
日

一
、

同
仲
□

エ
門

鳴
沢
区
の
郷
倉
に
つ
い
て
は
大
正
十
一
年
一
月
の
区
記
録
に
、

郷
倉
の
屋
根
を
ッ
ト
タ
ン
"
屋
根
に
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
世
話
人
二

名
を
決
め
て
い
る
が
経
費
明
細
な
ど
は
不
詳
で
あ
る
。



第
二
節

児
童

福
祉

は
じ
め
に

児
童
の
保
護
、

養
育
は
古
来
、

単
に
親
の
責
任
と
さ
れ
た
時
代
が
長
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
、

児
童
を
神
聖
視
す
る
民
俗
信

仰
、

宗
教

な
ど
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
保
護
さ
れ
て
き
た
面
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
特
定
の
時
代
あ
る
い
は
集
団
な
ど
の

制
約
の
な
か
で
の
こ
と
が
多
い
。
現
在
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
“
こ
ど
も
組
”
、
ま
た
は
神
仏
へ
の
奉
仕
者
た
る
子
供
の
特
定
な
ど
、

あ
く
ま
で
特
例
で
あ
る
。

社
会
生
活
上
の
弱
者
は
い
つ
の
時
代
で
も
老
幼
婦
女
子
だ
が
、

特
に
戦
乱
、
飢
餓
の
時
代
に
悲
惨
を
極
め
た
の
は
児
童
で
あ
っ
た
。
児

童
の
売
買
は
律
令
制
下
で
公
認
さ
れ
て
い
た
が
、
中
世
以
降
法
制
上
は
消
滅
し
た
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
情
は
依
然
と
し
て
行
わ
れ

て
お
り
、
延
応
元
年

(
一
二
三
九
)
幕
府
は
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
。
さ
ら
に
正
応
三
年
(
一
二
九
〇
)
そ
の
売
買
仲
介
者
に
は
顔
へ
烙
印

を
押
す
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
こ
れ
は
さ
ら
に
厳
し
く
禁
じ
た
。

一
方
、

貧
困
、

病
苦
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
捨
て
子
は
跡
を
絶
つ
こ
と
は
な
く
、

明
治
時
代
ま
で

続
い
た
の
で
あ
る
。

捨
て
子
は
寺
の
門
前
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
り
、
商
家
の
前
に
捨
て
ら
れ
た
り
し
て
篤
志
家
に
よ
っ
て
養
育
さ
れ
た
例
が
多
い
。

明
治
四
年
六
月
、

明
治
政
府
は
太
政
官
布
達
で
「
棄
児
養
育
米
給
与
方
」
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
公
所
扱
い
中
の
捨
て

子
に
限
っ
て
給
与
し
て
い
た
米
を
、
捨
て
子
を
引
き
取
っ
て
育
て
て
い
る
私
人
に
も
給
与
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
、
年
間
七
斗
の
米
を

捨
て
子
が
十
五
歳
に
な
る
ま
で
給
付
す
る
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
通
達
は
二
年
後
の
明
治
六
年
改
め
ら
れ
十
三
歳
で
支
給
打
ち
切
り
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と
さ
れ
て
い
る
。

明
治
初
年
は
各
種
の
社
会
救
済
施
策
が
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
捨
て
子
は
他
の
要
保
護
児

童
と
と
も
に
救
護
さ
れ
て
い
る
。

本
県
の
捨
て
子
の
記
録
を
み
る
と
明
治
十
六
年
九
人
、
十
七
年
十
一
人
、
十
八
年
八
人
、
十
九
年
六
人
、
二
十
年
三
人
、
二
十
一
年
二

人
、
二
十
三
年
四
人
、
二
十
四
年
十
一
人
、
二
十
五
年
五
人
と
続
い
て
い
る
(
県
統
計
書

)。
地
域
的
に
特
定
地
域
へ
の
集
中
性
は
見
ら
れ

な
い
。
児
童
保
護
が
近
代
的
な
歩
み
を
始
め
た
の
は
昭
和
十
二

年
三
月
制
定
の
「
母
子
保
護
法
」
で
あ
る
。

た
だ
し
、
生
活
保
護
面
か
ら
の
保
護
は
明
治
三
十
二
年
設
置
の
甲
府
市
伊
勢
療
養
所
へ
の
収
容
者
の
み
で
も
、
昭
和
九
年
度
実
人
員
三

百
四
十
名
と
さ
れ
て
い
る
。

戦
時
体
制
下
の
配
給
切
符

児
童
が
国
民
す
べ
て
の
責
任
で
、

そ
の
心
身
の
健
全
な
発
展
育

成
と
生
活
保
障
を
目
的
と
し
て
昭
和
二

十
二
年
十
二
月
「
児
童
福

普
通

,
・育 有

兒
用乳

製
品
購
入票

有
效
期
間
�
�
�
之
年
九出
月

祉
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。

5
待
速
先
登

無
料

#
住

所
山
梨
南

住
所
本

町
初

要
者

選
市

子
こ
の
法
律
で
は
満
十
八
歳
ま
で
を
児
童
と
し
て
保
護
し
よ
う
と

(爆
)
ち

う
(
T
E

D
)

S
e

氏
名

a A
t I

o u q

O
氏

名
方
の
立

い
な
い

皿
購
入
者
ト
ノ
様
柄
四
大

昭
和

六 年
八
月
十
一
日
生

2
1
$

2
毎
月
裕
乳
若

調
製
粉
乳

三
又

乳
十

二
し
て
い
る
。
ま
た
、
妊
産
婦
も
含
め
て
保
護
対
象
と
し
た
画
期
的

得
意
先
奇

(
V 所

K
R 町

O
G

,

月
以
上

二
ヶ
月

粉
乳

・
乳

婦
人

八
十
六
輝

講
二
ヶ
月
以
上
族
六
ヶ
月
迄

特
乳

・
紛

れ
謡
文

(
二
十

住
所

E
C

Y
O

J

浦
六
ヶ
月
以
上

十
二
ヶ
月
鑑

!
初
乳

の
乳
六
艦
又

丸
十
四

(黒
糖

)

( 1*
*

*
3*
)

社
小(
大 粉
塚 流

( 調芝
坪 整

) 授
乳ヲ
文 規
調 内

/

五ー
丸 ジ 〇

/ 寛ー

一 ス 人

種
以

(

上 一
封の

崖併
川 策

)み
る
場

鎌合

手
先
の

な
施
策
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
所
要
の
改
正
が
加
え
ら
れ
今
日

氏
名

一
煉
乳
四
優
の

合
算
し
テ
ム
/

計
量
が

購
入
数
高

学
リ

エ
ス
株

ニ
ン
デ
ー
サ
イ

ま
で
児
童
福
祉
の
基
本
法
と
さ
れ
て
い
る
。

本
村
の
児
童
福
祉

本
村
は
、
昭
和
三

十
五
年
四
月
「
鳴
沢
村
保
育
園
設
置
条
例
」
を
制
定
し
保
育
に
欠
け
る
児
童
の
保
育
を
始
め
て
い
る
。

園
舎
は
旧
小
学
校
を
改
築
し
、
定
員
六
十
名
、

職
員
六
名
を
充
て
て
い
る
。
昭
和
四
十
七
年
定
員
九
十
名
を
保
育
収
容
す
る
た
め
改
増

築
し
、
職
員
も
一
名
増
員
と
し
た
。
こ
の
時
点
の
園
舎
面
積
は
四
百
二
十
三
・
四
九
平
方
が
で
、
運
動
場
四
百
九
十
七
平
方
燐
を
有
し
て
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い
た
。

昭
和
五
十
四
年
鳴
沢
村
一
五
五
三
の
現
在
地
へ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
て
八
百
四
十
一
平
方
ぶ
の
園
舎
を
新
築
し
移
転
し
た
。
敷

地
面
積
は
二
千
五
百
九
十
八
平
方

、
総
工
費
は
一
億
二
千
六
十
六
万
五
千
円
で
あ
る
。
こ
の
時
点
の
定

員
は
九
十
名
、

職
員
は
八
名
で
あ
っ
た

。

保
育
目
標
は
、

心
身
健
全
な
こ
ど
も
で
、

情
緒
豊
な
協
調
性
あ
る
こ
と
と
、
積
極
的
な
明
る
い
こ
ど
も

と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

情
緒
面
か
ら
の
保
育
の
な
か
で
特
記
す
べ
き
は
昭
和
五
十
五
年
第
四
十
回
全
国
教
育
美
術
展
に
お
い
て

「
地
方
学
校
賞
」
を
受
賞
、

翌
五
十
六
年
同
展
で
再
び
「
美
術
奨
励
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
成
果
は
さ
ら
に
、
五
十
八
年
の
「
地
方
学
校
賞
」、
六
十
年
の
「
地
方
学
校
賞
」
、
六
十
一
年

「
美
術
奨
励
賞
」

受
賞
と
い
う
記
録
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

保
育
は
保
育
所
ま
か
せ
ば
か
り
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
児
童
は
、
保
育
に
欠
け
る
日
常
生
治

に
直
面
し
て
い
る
。
保
育
所
は
そ
の
中
心
と
な
っ
て
地
域
の
こ
ど
も
、
地
域
の
こ
ど
も
と
し
て
小
学
生
と

手
を
つ
な
ぐ
こ
ど
も
、
お
と
な
と
そ
し
て
老
人
と
手
を
つ
な
ぐ
こ
ど
も
、
と
い
う
地
域
の
輪
に
組
み
こ
ん

だ
保
育
を
め
ざ
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
昭
和
六
十
年
度
の
公
開
保
育
、
六
十
一
年
度
の
保
育
内
容
研
究
指
定
保
育
所
と
な
っ
た
こ
と
で
さ
ら
に
成
果
が
認
め
ら
れ

た
と

い
え
よ
う
。

保
育
所
は
、

村
、

村
教
委
、

保
護
者
会
等
が
直
接
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
と
し
て
、
そ
の
輪
を
広
げ
た
「
保
育
所
家
庭
教
育
学
級
」
を

実
施
し
て
い
る
。
学
級
は
母
親
、
父
親
、
祖
父
母
の
各
別
学
級
と
、
幼
児
の
ク
ラ
ス
別
学
級
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
結
果
は
文
集
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別表(1) 保育所児童数(昭和62年4月1日)

組 名 男 女 計

さくら1組 10 17

さくら2組 16

うめ 1組 14

うめ 2組 13

も も 組 15

現
計 36 39 75

別表(2)保育所卒園者数調
昭和
3536373839404142434445464748

4440374140504446312054355033

49505152535455565758596061

45323141324025283040212235

323--

「
し
ゃ
く
な
げ
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
村
の
老
人
ク
ラ
ブ
、

老
人
ホ
ー
ム
「
富
士
山
荘
」
な
ど
と
の
交
流
を
も
ち
、

地
域
の
こ
ど
も
と
し
て
保
育
さ
れ
て
い
る
。

村
で
は
保
育
所
児
童
の
登
、
下
園
の
安
全
確
保
の
た
め
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
福
祉
バ
ス

(
ふ
じ
ざ
く
ら
号
)
を
運
行
し
て
い
る
が
、
こ

の
バ
ス
は
ま
た
老
人
ク
ラ
ブ

行
事
の
送
迎
な
ど
に
も
提
供
し
て
い
る
。

な
お
、

現
在
の
保
育
児
童
数
、

卒
園
者
数
は
そ
れ
ぞ
れ
別
表
①

(⑥
の
通
り
で
あ
る
。

5
計

1

7
7

8
8

9

9
6

5
6

名

も

年
長
一
年

中
年
少

年
度

人
員

年
度

一
人
員

ー
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第
三
節

母
子

福
祉

は
じ
め
に

現
在
わ
が
国
の
母
子
世
帯
は
約
六
十
八
万
七
千
世
帯
(
昭
和
五
十
五
年
)
と
推
定
さ
れ
、
全
世
帯
数
の
二
・
〇
一
%
と
な
っ
て
い
る
。

母
子
世
帯
に
な
っ
た
理
由
は
、
死
別
約
六
〇
%
、

離
婚
約
二

七
%
、
未
婚
の
母
約
二
・
四
%
で
あ
る
。
そ
の
他
生
死
不
明
や
捨
て
ら
れ

た
場
合
も
あ
る
。
母
の
年
齢
で
は
四
十
歳
代
の
約
四
五
%
が
最
高
で
、
つ
い
で
三
十
歳
代
の
約
二
六
・
三
%
、
五
十
歳
代
の
約
二
一
%
が

あ
り
、
こ
れ
が
全
体
の
約
九
二
%
と
な
る
。
二
十
歳
代
は
約
四
・
八
%
で
あ
る
が
十
八
歳
以
下
の
こ
ど
も
を
持
つ
率
の
高
い
二
十
歳
、
三

十
歳
か
ら
四
十
歳
代
前
半
ま
で
の
母
子
家
庭
が
も
っ
と
も
福
祉
施
策
を
要
す
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
離
婚
し
た
夫
婦
で
は
二
十
歳
未
満

の
子
が
あ
る
場
合
は
全
体
の
約
七
〇
%
と
い
わ
れ
て
い
る
。

近
年
の
死
別
の
原
因
の
う
ち
、

事
故
死
は
一
般
事

故、
交
通
事
故
と
も
増
加
し
て
お
り
、
母
子
家
庭
発
生
は
こ
れ
に
比
例
し
て
増
加
し

つ
づ
け
て
い
る
。

本
県
の
母
子
世
帯
は
約
五
千
百
世
帯
(
昭
和
五
十
五

年)
で
全
世
帯
数
の

約
二
・
二
%
で
あ
る
。

こ
れ
ら
母
子
世
帯
の
日
常
生
活
上
の
悩
み
は
、
生
活
苦
を
訴
え
る
場
合
が
約
二
〇
%
、
子
の
教
育
に
つ
い
て
が
約
一
八
%
、
つ
い
で
住

宅
、

職
業
に
つ
い
て
ー

が
つ
づ
く
。
こ
れ
ら
の
悩
み
に
つ
い
て
援
護
し
よ
う
と
す
る
の
が
母
子
福
祉
で
あ
る
。

施
策
の
進
展

母
子
福
祉
施
策
と
し
て
、

昭
和
十
二
年
三

月
、

「
母
子
保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
当
時
の
軍
国
立
国
の
た
め
の
施
策

だ
と
も
い
わ
れ
る
が
、

結
果
的
に
は
母
子
保
護
施
策
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
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法
律
の
要
点
は
、

4 )
十
三
歳
以
下
の
子
を
持
つ
母
が
、
貧
困
ま
た
は
そ
の
他
の
理
由
で
子
を
養
育
で
き
な
い
と
き

1 (
配
偶
者
が
あ
っ
て
も
配
偶
者
が
心
身
障
害
で
仕
事
が
で
き
な
い
と
き
、
行
方
不
明
の
と
き
、
法
令
に
よ
っ
て
拘
禁
さ
れ
て
い
る
と
き
、
母
子
を

捨
て
て
し
ま
っ
た
と
き

な
ど
は
救
済
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
法
律
上
の
婚
姻
関
係
の
有
無
で
判
断
せ
ず
、
事
実
関
係
が
あ
れ
ば
足
り
る
と
し
て
い
た
。

扶
助
の
種
類
は
生
活
、

養
育
、

生
業
及
び
医
療
の
各
扶
助
と
し
て
原
則
的
に
は
そ
の
家
庭
で
行
っ
た
が
必
要
に
応
じ
て
家
庭
以
外
の
場

所
で
も
扶
助
し
た
。
こ
れ
は
施
設
へ
の
収
容
で
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
の
執
行
は
市
町
村
長
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、
や
が
て

戦
死
者
等
の
遺
家
族
の
救
護
に
も
及
ぶ
こ
と
と
な
り
戦
中
、

戦
後
の
母
子
福
祉
を
支
え
て
き
た
。

昭
和
二
十
七
年
「
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
等
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
戦
争
犠
牲
者
の
遺
家
族
母
子
を
中
心
と

し
て

資
金
援
護
に
よ
り
自
立
を
促
す
も
の
と

さ
れ
た
の
で

あ
る
。

現
在
の
母
子
福
祉

現
在
の
母
子
福
祉
は
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
制
定
さ
れ
た
「
母
子
福
祉
法
」
が
中
核
と
な
り
、

国
民
年
金
、
厚
生
年

金、
生
活
保
護
を

は
じ
め
と
す
る
各
法
令
の
立
法
調
整
が
な
さ
れ
援
護
体
制
も
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。
以
下
概
要
を
み
よ
う
。

○
母
子
福
祉
機
関

児
童
福
祉
法
に
よ
る
機
関
と
し
て
「
児
童
福
祉
審
議
会
」
が
あ
り
福
祉
施
策
の

調
査
審
議
を
す
る
ほ
か
、

知
事
の
諮
問
機
関
と
し
て

機

能
し
て
い
る
。

県
に
は
母
子
相
談
員
九
名
が
お
り
、

県
の
福
祉
事
務
所
ご
と
に
置
か
れ
母
子
家
庭
の
自
立
を
図
る
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
県
下

に
二

百
八
十
八
名
の
市
町
村
母
子
相
談
員
が
置
か
れ
て
い
る
。



児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
と
さ
れ
、
県
下
に
二
千
二
百
三
十
一
名
が
い
る
。

〇
経
済
的
措
置
等

母
子
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
設
置
し
た
施
設
へ
の
売
店
出
店
の
便
宜
提
供
、
公
営
住
宅
の
入
居
に
つ
い
て
の

優
先
な
ど

経
済
的
援
護
が
行

っわ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
母
子
寮
へ
の
入
所
に
よ
っ
て
こ
ど
も
の
福
祉
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
県
下
に
は
四
ヵ
所
の
母
子
寮
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

国
民
年
金
で
は
母
子
福
祉
年

金
の
給
付
が
さ
れ
て
い
る
。

本
県
で
は
、
子
が
二
十
歳
に
達
し
て
母
子
福
祉
法
の
適
用
外
に
な
っ
た
母
子
、
ま
た
は
子
の
な
い
寡
婦
の
た
め
の
援
護
措
置
と
し
て

「
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
条
例
」
に
よ
る
貸
し
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
村
の
母
子
福
祉

6

本
村
の
母
子
福
祉
事
業
も
母
子
家
庭
の
実
情
に
即
し
た
方
途
が
と
ら
れ
て
い
る
。

村
内
に
一
名
の
母
子
相
談
員
が
置
か
れ
、

身
近
な
相
談
相が
手
と
な
っ
て
い
る
。

本
村
で
は
他
の
市
町
村
に
さ
き
が
け
て
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
「
母
子
家
庭
厚
生
年
金

給
付
条
例
」
を
定
め
て
い
る
。
村
内
居
住
の
母

子
家
庭
の
経
済
的
自
立
の
一
助
と
し
て
役
立
っ
て
き
た
。

制
定
時
の
年
金
額
は
、
世
帯
基
本
額
月
額
一
千
円
以
内
、
児
童
一
人
に
つ
き
月

額三
百
円
以
内
で
あ
っ
た
が
、

現
行
は
そ
れ
ぞ
れ
二
千

円
以
内
、
一
千
円
以
内
と
な
っ
て
い
る
。
支
給
は
三
カ
年
間
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
支

給が
あ
っ
た
と
き
は
併
給

し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
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第
四
節

老
人

福
祉

は
じ
め
に

わ
が
国
の
老
人
福
祉
は
、

古
代
か
ら
一
般
的
な
弱
者
救
済
の
社
会
思
想
の
な
か
で
培
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

施
策
と
し
て
制
度
化
し

た
の
は
明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
十
二
月
太
政
官
通
達
に
よ
る
「
恤
救
規
則
」
制
度
か
ら
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
主
と
し
て
独
身
の
老
人
を
対
象
と
し
た
制
度
で
あ
る

が
、

た
だ
し
書
き
で
独
身
以
外
の
老
幼
者
の
救
済
を
定
め
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
老
幼
者
な
ど
の
弱
者
保
護
は
国
民
の
相
互
扶
助
が
原
則
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
当
面
望
め
な
い
の
で
規
則
を
定
め
た
と
し

て
お
り
、
明
治
時
代
の
急
激
な
社
会
変
革
の
流
れ
を
示
し
て
い
る
。

恤
救
規
則

済
貧
恤
窮
八
人
民
相
互
ノ
情
宜
ニ
因
テ
其
方
法
ヲ
設
へ
キ
筈
ニ
候
得
共
目
下
難
差
置
無
告
ノ
窮
民
ハ
自
今
各
地
ノ
遠
近
ニ
ョ
リ
五
十
日
以
内
ノ
分

左
ノ
規
則

ニ
照
シ
取
置
委
曲
内
務
省
へ
可
伺
出
此
旨
相
達
候
事

一、
極
貧
ノ
者
独
身
ニ
テ
廃
疾

ニ
罹
リ
産
業
7
営
ム
能
ハ
サ
ル
者
ニ
ハ
ー
ケ
年
米
壱
石
八
斗
ノ
積
ヲ
以
テ
給
与
ス
ヘ
シ

但
独
身

ニ
非
ス
ト
雖
ト
モ
余
ノ
家
人
七
十
年
以
上
十
五
年
以
下
ニ
テ
其
身
廃
疾

ニ
罹
リ
窮
迫
ノ
者

ハ
本
文

ニ
準
シ
給
与
ス
ヘ
シ

一
、
同
独
身
ニ
テ
七
十
年
以
上
ノ
者
重
病
或
ハ
老
衰
シ
テ
産
業
の
営
ム
能
ハ
サ
ル
者
ニ
ハ
一
ヶ
年
米
壱
石
八
斗
ノ
積
の
給
与
ス
ペ
シ

但
独
身
ニ
非
ス
ト
雖
ト
モ
余
ノ
家
人
七
十
年
以
上
十
五
年
以
下
ニ
テ
其
身
重
病
或
ハ
老
衰
シ
テ
窮
迫
ノ
者
八
本
文

ニ
準
シ
給
与
ス
ヘ
シ

一、
同
独
身
ニ
テ
疾
病

ニ
罹
リ
産
業
ヲ
営
ム
能
ハ
サ
ル
者
ニ
ハ
一
日
米
女 男
八 め ハ二 三

合 舎
ノ
割

ヲ以
給
与
ス

ヘシ

但
独
身
ニ
非
ス
ト
雖
ト
モ
余
ノ
家
人
七
十
年
以
上
十
五
年
以
下
ニ
テ
其
身
病

ニ
罹
り
窮
迫
ノ
者

ハ
本
文
二
準
シ
給
与
ス
ヘ
シ

一、
同
独
身
ニ
テ
十
三
年
以
下
ノ
者
二 ニ
八 ハ
一 ー
ケ
年
米
七
斗
ノ
積
ッ
以
給
与
ス
ペ
シ
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但
独
身
二
非
ス
ト
雖
ト
モ
余
ノ
家
人
七
十
年
以
上
十
五
年
以
下
ニ
テ
其
身
窮
迫
ノ
者
ハ
本
文

二
準
シ
給
与
ス
ヘ
シ

一
、

救
助
米
ハ
該
地
前
月
ノ
下
米
相
場
ヲ
以
テ
石
代
下
ケ
渡
ス
ヘ
キ
事

こ
れ
で
み
る
よ
う
に
老
年
者
、
幼
年
者
に
対
し
て
米
穀
を
買
う
に
足
り
る
給
付
を
し
た
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
主
食
は
米
換
算
に

し
て
年
間
大
人
一
人
一
石
を
要
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
、
主
食
と
最
小
限
度
の
み
そ
・
し
ょ
う
ゆ
代
で
あ
っ
た
ろ
う
。

昭
和
四
年
(
一
九
二
九
)
「
救
護
法
」
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
恤
救
規
則
は
老
人
救
護
の
基
本
法
規
と
し
て
生
き
つ
づ
け
て
き
た
。
救
護
法

で
は
、
老
人
以
外
に
幼
年
者
、
妊
産
婦
、
心
身
障
害
者
に
対
す
る
保
護
が
定
め
ら
れ
、
救
護
の
方
法
も
生
活
以
外
の
医
療
、
助
産
、
生
業

の
各
扶
助
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

救
護
施
設
に
つ
い
て
も
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

救
護
法
は
、
昭
和
二
十
一
年
九
月
「
生
活
保
護
法
」
の
制
定
に
よ
っ
て
施
策
は
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
五
年
の
生
活
保
護
法

大
改
正
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
“
新
生
活
保
護
法
”
と
よ
ば
れ
今
日
の
生
活
保
護
施
策
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
位
置
づ
け
を
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
老
人
福
祉
施
策
は
、
生
活
保
護
法
の
な
か
で
救
済
中
心
の
部
分
的
対
策
で
し
か
な
か
っ
た
。
時
流
は
、
単
な
る
救
済
施
策
か
ら

脱
却
し
て
、
よ
り
前
進
的
な
、
充
実
し
た
老
年
代
の
保
障
を
め
ざ
す
方
向
を
た
ど
り
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

戦
後
の
生
活
水
準
の
向
上
は
、
わ
が
国
民
の
平
均
寿
命
を
延
ば
し
、
明
治
二
十
年
代
後
半
の
、
男
四
二
・
八
歳
、
女
四
四
・
三
歳
、
昭

和
十
年
の
男
四
六
・
九
二
歳
、
女
四
九
・
六
三
歳
か
ら
昭
和
三
十
五
年
の
男
六
五
・
三
二
歳
、
女
七
〇
・
一
九
歳
へ と

急
激
な
延
伸
を
み

せ
た
。

現
在
の
施
策

こ
れ
と
同
時
に
産
業
構
造
の
変
化
は
、
技
術
革
新
と
相
ま
っ
て
老
齢
者
の
就
業
の
機
会
を
減
少
さ
せ
る
な
ど
、
社
会
情
勢
の
急
激
な
推

移
は
、
と
き
に
し
て
老
人
を
そ
の
ひ
ず
み
に
さ
ら
し
、
老
人
福
祉
の
原
点
と
は
何
か
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
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老
人
福
祉
の
原
理
を
明
ら
か
に
し
、
老
人
の
心
身
の
健
康
の
保
持
と
生
活
の
安
定
と
に
所
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
し
て
「
老
人
福
祉

法
」
が
制
定
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
八
年
七
月
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
老
人
を
社
会
の
進
展
に
寄
与
し
た
人
々
と
し
て
敬
愛
し
、
心
身
の
健
康
保
持
と
同
時
に
、
そ
の
知
識
経
験
を
社
会
に
生
か

す
こ
と
と
、
そ
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
へ
の
機
会
提
供
を
図
る
も
の
と
し
、
か
つ
、
こ
れ
ら
は
国
と
地
方
自
治
体
の
責
務
と
定
め

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
長
い
間
、
恩
恵
的
施
策
と
も
い
う
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
老
人
福
祉
が
、
社
会
の
義
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
老
人
の
健
康
管
理
、
医
療
費
の
給
付
、
収
容
施
設
へ
の
収
容
な
ど
が
骨
子
と
な
り
、
老
人
福
祉
は
総
合
施
策
と
し
て
大
き
く
前
進
し

た
の
で
あ
る
。

県
内
で
の
事
業
と
し
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
助
成
を
は
じ
め
と
し
、
諸
創
作
活
動
、

生
産
活
動
な
ど
を
通
じ
、

老
人
が
社
会
の
一

員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら

充
実
し
た
生
活
が
で
き
る
と
と
も
に
、

趣
味
、

教
養
活
動
な
ど
の
拡
充
を
図
り
、

生
き
甲
斐
の
あ
る

老
後
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
な
積
極
的
な
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

施
設
も
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
及
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、

老
人
専
用
居
室
の
整
備
の
た
め
の
資
金
貸
し
付
け
、

生
活
用
具
の
給
付
、
愛
の
ベ
ル
設
置
、
一
時
保
護
事
業
な
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
施
策

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
な
か
で
老
人
福
祉
の
重
要
な
部
分
と
し
て
保
健
医
療
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
面
で
あ
る
と
判
断
し
老
後
の
健
康
は
壮
年
期

か
ら
の
基
礎
づ
く
り
を
う
た
っ
て
昭
和
五
十
七
年
八
月
「
老
人
保
健
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
四
十
歳
以
上
の
者
は
す
べ
て

市
町
村
が
健
康
管
理
を
行
い
、
七
十
歳
以
上
の
老
人
、
六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
寝
た
き
り
老
人
の
医
療
給
付
を
す
る
こ
と
と
し
た

の
で
あ
る
。
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老
人
保
健
法
制
定
以
来
約
四
年
、
医
療
費
の
増
大
は
そ
の
運
営
、
ひ
い
て
は
制
度
改
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
新
た
な
対
処
を
迫
ら

れ
つ
つ
も
老
人
の
保
健
に
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
大
で
あ
る
。

本
村
の
老
人
福
祉

信
州
の
姨
捨
山
に
ち
な
む
“
お
ば
す
て
"
は
棄
老
伝
説
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
類
の
伝
説
は
食
糧
に
乏
し
か
っ
た
村
々
の
ど
こ

に
で
も
あ
る
伝
説
で
あ
る
。
『
北
富
士
す
そ
の
物
語
』
で
は
、
富
士
急
行
電
鉄
河
口
湖
駅
東
方
に
「
ケ
カ
チ
ク
ボ
」
と
い
う
地
が
あ
り
、

天
明
、
天
保
の
時
代
の
お
ば
す
て
の
場
所
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
村
で
も
大
田
和
の
あ
た
り
に
そ
の
お
ば
す
て
山
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
説
が
、
村
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
作
品
集
に
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
伝
説
は
伝
説
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
義
を
発
見
で
き
よ
う
が
、
こ
こ
で
は

触
れ
な
い
。

村
の
記
録
と
し
て
は
大
正
四
年
(
一
九
一
五
)
十
一
月
、
と
き
の
大
正
天
皇
即
位
大
典
記
念
に
際
し
、
高
齢
者
へ
の
賜
盃
記
録
が
あ

る

r
e

o

養
老
賑
恤
ノ
儀
二
付
内
閣
総
理
大
臣
へ

御
沙
汰
案

ラヲ
存
シ
フ整

ヲ
問
フ
ハ
人
ニ
孝
ヲ
教
フ
ル
所
以
ナ
リ
恵
ヨ
敷
き
恩
ヲ
垂
ル
ル
ハ
民
ノ
乏
キ
ョ
済
フ
ミ
リ
先
ナ
ル
ハ
ナ
シ
茲
ニ
登
極
ノ
初
メ
ニ
カ
リ
祖

宗
ノ
遺
範
ヲ
紹
述
シ
テ
養
老
賑
恤
ノ
典
ヲ
行
フ
其
レ
有
司
ニ
諭
シ
テ
朕
カ
意
ヲ
宣
布
セ
シ
メ
ヨ
。

の
御
沙
汰
文
が
あ
り
、
次
の
男
八
名
、

女
十
名
が
合
計
十
八
名
天
盃
と
酒
肴
料
を
受
領
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

男
女
別
は
名
前
に
よ
っ

て
推
定

た
。

氏
名

生
年

月
日

年
齢

渡
辺

は
っ

文
政
六
年
二
月
五
日

九
二

渡
辺

き
文
政
十
一
年
十
二
月
十
日

八
七

渡
辺

か
め

文
政
九
年
四
月
四
日

八
九

渡
辺

は
つ

天
保
元
年
十
二
月
二
十
七
日

八
五
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年 齢 金 額

い 安
70歳～74歳 10,000円

昌

75歳～79歳!15,000円

80歳～84歳 20,000円

85歳～89歳 25,000円

90歳～94歳 30,000円

95歳～99歳 35,000円 八 八 八 八 八 八 八

100歳以上 50,000円

渡 小 渡 渡 梶 小 渡

辺 林 辺 辺 原 林
弥

さ 義 か 作 ゑ ふ

U 配 つ 平 で 郎
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渡
辺

安
昌

天
保
二
年
十
二
月
二
十
一
日
八
四

渡
辺

弥
三

郎
天
保
五
年
十
二
月
二
十
七
日

八
一

三
浦

い
し

天
保
三

年
一
月
六
日

八
三

小
林

や
で

天
保
六
年
三
月
十
一
日

八
〇

小
林
伝
兵

衛
天
保
三
年
四
月
十
日

八
三

原
名

い
天
保
六
年
六
月
二
十
八
日

八
〇

佐
藤
谷
右
衛
門

天
保
四
年
六
月
二
十
四
日

八
二

渡
辺

作
平

天
保
六
年
十
二
月
二
十
五
日

八
〇

小
林
仁

右
衛
門

天
保
四
年
十
月
十
日

八
二

渡
辺

か
天
保
七
年
二
月
十
日

七
九

渡
辺

徳
蔵

天
保
五
年
七
月
十
日

八
一

小
林

義
配

天
保
七
年
五
月
十
日

七
九

小
林
つ

や
天
保
五
年
十
一
月
五
日

八
一

渡
辺

さ
天
保
七
年
六
月
二
十
四
日

七
九
.

大
正
四
年
の
村
人
口
は
一
千
六
百
九
十
八
人
、
(
男
八
七
三
、
女
八
二
五
)
で
二
百
四
十
二
世
帯
で
あ
る
。
単
純
に
み
る
と
村
民
の
一
〇
・

六
%
が
八
十
歳
以
上
だ
っ
た
こ
と
で
当
時
と
し
て
は
長
寿
村
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

村
で
は
、
昭
和
三

十
一
年
七
月
、
「
鳴
沢
村
老
齢
者
厚
生
年
金
支
給
条
例
」
を
制
定
し
、

高
齢
者
の
日
常
生
活
の
充
実
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
制
度
は
県
下
で
も
先
駆
的
と
い
わ
れ
、
村
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
現
行
の
年
金
額
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
恩
賜
林
保
護
組
合
か
ら
は
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
対

し
て
一
人
千
円
の
敬
老
年
金
が
贈
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
六
十
一
年
度
の
敬
老
会
に
は
百
八
十
八
名
が
出
席
し
、

村
挙

げ
て
の
祝
賀
会
が
あ
り
、
村
、
青
年
団
、
婦
人
会
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

記
念
品
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
「
富
士
緑
の
休
暇
村
」
で
も
五
十
五
年

か
ら
年
々
招
待行

事
を
行
っ
て
お
り
、
六
十
一
年
九
月
、
百
一
名
が

参
加
し
て
い
る
。
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ま
た
、

昭
和
五
十
三

年
か
ら
「
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
」

を
行
っ
て
き
て
お
り
、
す
で

に
第
九
回
を
記
録
し
て
い
る
。
近
年
は
身
障
者
、
母
子
、
父
子
家
庭
を
含
め
て
盛
大
に
実

施
さ
れ
て
お
り
、

「
村
教
育
委
員
会
」
と
「
福
祉
の
む
ら
づ
く
り
推
進
協
議
会」

の
主
催

と
は
い
う
も
の
の
、
「
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

」、
「
体
育
協
会

」、
「
婦
人
会

」、
「
や
す
ら
ぎ

会
」
な
ど
の
全
面
的
後
援
が
あ
っ
て
村
を
挙
げ
て
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

老
人
収
容
施
設
と
し
て
は
、

福
祉
法
人
「
富
士
山
荘
」
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
し

て
昭
和
五
十
五
年
炭
焼
塚
地
内
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
定
員
五
十
名
で
あ
る
が
、

村
内
か

ら
の
入
所
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
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第
五
節

社
会

奉
仕

は
じ
め
に

社
会
奉
仕
と
は
、
社
会
生
活
を
営
む
う
え
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
何
ら
の
対
価
を
求
め
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

奉
仕
の
内
容
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
る
。
物
質
的
な
奉
仕
、
時
間
の
提
供
、
労
力
の
提
供
、
精
神
的
な
援
助
な
ど
す
べ
て
の
部
分

と
機
会
と
が
奉
仕
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

)OR
国
際
的
に
は
国
連
の
援
助
機
関
「
国
連
災
害
救
援
機
構 U N D

(
)」
な
ど
の
よ
う
な
組
織
か
ら
、
小
さ
く
は
隣
近
所
の
助
け
合
い

(
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
。

社
会
福
祉
の
拡
充
は
社
会
的
要
求
に
よ
っ
て
そ
の
実
を
挙
げ
て
い
る
が
、
単
に
法
令
や
と
り
き
め
で
達
成
で
き
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。
そ
れ
を

補
完
す
る
た
め
に
必
要
な
の
が
こ
の
奉
仕
で
あ
ろ
う
。

奉
仕
は
組
織
化
さ
れ
て
な
さ
れ
る
場
合
、
個
人
の
単
位
で
の
場
合
、
あ
る
い
は
個
人
対
団
体
、
団
体
対
個
人
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
い

ず
れ
の
場
合
で
も
自
発
的
な
行
動
が
原
則
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
社
会
的
要
求
の
サ
イ
ン
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ
て

い
る

。

民
間
奉
仕
活
動

社
会
福
祉
協
議
会
(
社
協
)

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
社
会
混
乱
は
、
戦
没
者
遺
家
族
、
戦
傷
病
者
、
戦
争
孤
児
、
戦
災
孤
児
、
海
外
引
き
揚
げ
者
、
復
員
軍
人
な
ど

へ
の
緊
急
援
助
、

加
え
て
慢
性
的
な
衣
、

食、
住
の
極
限
的
な
不
足
と
に
よ
る
要
援
護
者
と
で
空
前
の
事
態
に
直
面
し
た
。
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援
助
活
動
は
、
立
場
を
同
じ
く
す
る
系
列
で
の
助
け
合
い
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
「
未
亡
人
会

」、
「
傷
痍
軍
人
会

」、
「
引
揚
者
会

」な

ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
自
助
活
動
は
、
や
が
て
「
同
胞
援
護
会
」
の
活
動
の
よ
う
に
部
外
者
か
ら
救
援
の
手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

や
が
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
統
合
へ
動
き
は
じ
め
、
昭
和
二
十
六
年
「
中
央
社
会
福
祉
協
議
会
」
と
な
っ
た
。

本
県
で
も
同
年
に
結
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
の
参
加
団
体
は
同
胞
援
護
会
山
梨
県
支
部
、
山
梨
県
民
生
委
員
連
盟
、
山
梨
県
社

会
事
業
協
会
、
山
梨
県
児
童
福
祉
協

会
、

山
梨
県
授
産
事
業
連
盟
の
五
団
体
で
あ
る
。

組
織
は
財
団
法
人
と
し
た
。
そ
の
後
の
法
律
改
正

で
現
在
は
福
祉
法
人
で
あ
る
。

本
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
昭
和
二
十
六
年
結
成
さ
れ
、

福
祉
活
動
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
が
第
七
節
に
述
べ
る
通
り
で

あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
中
心
と
な
り
、
社
会
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

社
会
奉
仕
活
動
へ
の
参
加
を
希
望
し
な
が
ら
、
そ
の
方
法
、
機
会
な
ど
が
得
ら
れ
な
い
と
き
、
あ
る
い
は
個
々
の
活
動
を
有
機
的
に
統

合
し
組
織
化
さ
れ
た
展
開
を
図
る
な
ど

身
近
な
存
在
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
そ
の
人
の
持
つ
技
能
と
時
間
と
を
無
報
酬
で
提
供
す
る
人
た
ち
で
“
善
意
銀
行
”

〝奉
仕
銀
行
”
“〝
愛
情

銀
行

"

な
ど
と
も
呼
ば
れ
社
会
福
祉
の
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で

あ
る
。

共
同
募
金

共
同
募
金
は
、
昭

和
二
十
二
年
“
赤
い
羽

根
"
募
金
と
し
て
第
一
回
の
募
金
が
行
わ
れ
た
。
以
後
三
十
九
回
の
歴
史
を
有
す
る
。
発
足

当
時
の
目
的
は
戦
後
の
劣
悪
な
社
会
条
件
下
で
生
活
し
て
い
る
戦
災
者
、
引
き
揚
げ
者
、
戦
没
者
遺
家
族
、
海
外
残
留
者
留
守
宅
家
族

、

失
業
者
な
ど
の
飢
え
と
寒
さ
を
守
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
対
象
の
変
化
は
あ
り
な
が
ら
基
本
理
念
は
今
日
に
至
る
ま
で
引

き
継
が
れ
て
い
る
友
愛

精
神
で
あ
る
。
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共
同
募
金
と
い
う
発
想
は
大
正
十
年
(
一
九
二
一)

長
崎
県
、
大
正
十
五
年
新
潟
県
、
昭
和
三
年
神
奈
川
県
で
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
神
奈
川
県
で
は
関
東
大
震
災
時
の
救
援
謝
恩
の
た
め
と
さ
れ
、
昭
和
十
九
年
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
は
昭
和
十

年
「
第
八
回
全
国
社
会
事
業
大
会
」
で
全
国
的
な
実
施
運
動
が
図
ら
れ
た
が
、
折
り
か
ら
の
戦
時
体
制
国
家
へ
の
移
行
で
実
現
さ
れ
て
い

な
い
。

ま
た
、
「
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
」
か
ら
も
共
同
募
金
へ
繰
り
入
れ
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
は
が
き
は
昭
和
二

十
四
年
が
第
一
回
で
現
在
に
至
る
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

日
本
赤
十
字
社

明
治
十
年
(
一
九
七
七
)
佐
野
常
民
ら
に
よ
っ
て
、

西
南
の
役
の
傷
病
兵
を
救
護
し
た
「
博
愛
社
」

が
前
身
で
、
明
治
二
十
年
「
赤
十

字
国
際
委
員
会
」
に
加
入
し
「
日
本
赤
十
字
社
」
と
な
っ
た
。

同
三

十
四
年
社
団
法
人
と
な
り
、

昭
和
二
十
七
年
「
日
本
赤
十
字
社
法
」

の
制
定
に
よ
り
特
殊
法
人
と
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

本
県
に
は
、
河
口
湖
町
に
日
赤
病
院
が
あ
る
。
こ
の
病
院
の
前
身
「
岳
麓
病
院
」
は
本
村
が
組
合
員
で
あ
っ
た
「

鳴
沢
村
外
四
ヶ
村
衛

生
事
務
組
合
」
の
設
立
し
た
病
院
で
深
い
関
係
に
あ
る
。
現
在
の
ベ
ッ
ド
数
は
二
百
三
床
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
経
緯
は
第
一
章
第
三
節
に

み
る
通
り
で

あ
る
。

本
村
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

本
村
の
社
会
奉
仕
事
業
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
心
と
し
、
村
を
挙
げ
て
の
「
鳴
沢
村
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
が
一
体

と
な
り

進
め
ら

れ
て
い
る

。



共同募金の 推移
別 鳴 沢 村 梨 県 全 国

年度/目 標額|実 績 額 目 標額 実 績額 目 標 額 実 績額
昭和 円 円 円19 千円 千円
22 1,517,000 1,598,000 578,200 592,968

30 10,000,000 10,072,437 1,097,119 1,143,906

35 17,000,000 18,808,324 1,717,202 1,925,307

40 21,000,000 25,128,087 2,462,180 3,163,455

45 30,000,000 35,037,418 3,533,381 4,579,216

50 55,000,000 78,227,383 6,987,944 9,448,141

56 649,800 689,853130,000,000157,929,62216,629,90218,876,358
57 603,900 715,468140,000,000154,431,04917,529,02719,662,484

58 1,048,9001,047,290|150,000,000157,791,66718,347,92320,214,859

59 780,500 805,00015,000,000166,020,309|18,950,11320,939,983
60 819,200 844,200160,000,000168,083,04919,753,31321,745,675
61 916,200 944,700165,000,000未 定

注 県・国分は県厚生部

日 赤 社員の 推移
八区分 鳴 沢 村 山4 梨 県

人
年度 個 人|法 人 社 費 額 個

(法人) 社 費 額
昭和 円 円
55 471 362,500 151,586 98,269,047

(617)

56 476 459,000 153,358 101,535,455
(606)

57 473 490,000 155,163 106,380,850
(623)

58 476 551,000 161,235 116,092,566
(748)

59 474 530,000 158,766 119,289,695
(817)

60 478 534,000 161,304 122,925,725
(858)

61 481 486,500 158,061 123,477,120
(947)

注 資料は日赤山梨県支部、但し61年度は11月末日現在である。
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第
六
節

国
民

年
金

制
度
の
発
足

「
国
民
年
金
法
」
は
、
国
民
の
老

齢
、
廃
疾
、
ま
た
は
死
亡
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
国
民
生
活
の
不
安
を
、
国
民
の
共
同
連
帯
に
よ

っ
て
防
止
し
、

国
民
の
健
全
な
生
活
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
と
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
四
年
四
月
公
布
さ
れ
た
が
、
制
度
化
の
検
討
は
昭
和
二
十
一
年
三
月
設
置
さ
れ
た
「
社
会
保
険
制
度
調
査
会
」
が
翌
二
十
二

年
十
月
答
申
し
た
「
社
会
保
障
制
度
要
綱
」
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
次
大
戦
後
の
日
本
は
、
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
国
民
生
活
の
大
き
な
不
安
を
招
来
す
る
に
至
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
処
す
る
方
途
と
し
て
既
存
の

諸
制
度
の
補
完
制
度
を
設
け
て
全
国
民
に
年
金
制
度
を
適
用
し
よ
う
と
い
う

発
想
で
あ
っ
た
。

こ
の
全
国
民
年
金
制
度
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
、
二
十
六
年
間
の
歳
月
を
費
や
し
て
「
基
礎
年
金
制
度
」
と
し
て
国
民
年
金
を
位
置
づ

け
て
所
要
の
改
正
を
行
い
、
所
期
の
目
的
に
大
き
く

前
進
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、

社
会
保
険
制
度
調
査
会
は
、
の
ち
に
社
会
保
障
制
度
審
議
会
の
設
置
へ
進
み
、

社
会
保
障
に
つ
い
て
の
企
画
、

政
策、

法
制
へ

の
勧
告
「
社
会
保
障
制
度
研
究
試
案
要

綱
」

を
発
表
、
こ
の
な
か
で

無
拠
出
の
年
金
、
す
な
わ
ち
福
祉
年
金
制
度
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ

る
。こ
の
要
綱
は
公
聴
会
で
の
検
討
な
ど
を
経
て
昭
和
二
十
五
年
内
閣
へ
勧
告
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
二
年
制
度
準
備
費
が
予
算
に
計
上
さ
れ
、
「
国
民
年
金
審
議
会
」
が
発
足
し
、
立
法
が
具
体
化
し
昭
和
三
十
四
年
四
月
制
定

を
み
る
に
至
っ
た
。
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年
金
制
度
は
、

一
定
の
保
険
料
を
納
付
し
た
者
に
給
付
す
る
拠
出
年
金
を
基
本
制
度
と
し
、

制
度
創
設
時
す
で
に
老
齢
、
廃
疾
な
ど
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
能
力
の
乏
し
か
っ
た
た
め
拠
出
年
金
の
受
給
が
で
き
な
い
者
の
救
済
の
た
め
の
無
拠
出
年
金
の
二
本
立
て
で
発
足
し

て
い
る
。

適
用
対
象
者
は
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
日
本
人
を
拠
出
年
金
の
保
険
者
と
し
、

公
的
年
金
の
適
用
者
な
ど
は
除
外
さ
れ
、
公
的

年

金
と
の
間
に
は
通
算
調
整
措
置
が
さ
れ
た
。
発
足
時
の
保
険
料
は
三
十
五
歳
未
満
は
月
額
百
円
、
三
十
五
歳
以
上
は
月
額
百
五
十
円
と
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
現
行
は
月
額
七
千
百
円
と
な
っ
て
い
る
。

拠
出
年
金
の
種
類
は
、
老
齢
、
障
害
、
母
子
、
遺
児
及
び
寡
婦
年
金
の
五
種
類
で
二
十
五
年
以
上
保
険
料
を
納
付
し
た
者
に
対
し
六
十

五
歳
か
ら
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

老
齢
年
金
は
六
十
五
歳
か
ら
支
給
と
し
、

障
害
年
金
は
一
定
の
保
険
料
を
納
付
し
た
者
が
一
級
ま
た
は
二
級
程
度
の
障
害
が
あ
っ
た
と

き
、
母
子
年
金
は
夫
と
死
別
し
た
者
が
十
八
歳
未
満
の
子
の
あ
る
と
き
給
付
す
る
と
し
た
。

遺
児
年
金
は
、
一
定
条
件
の
下
に
、
父
母
と
死
別
し
た
十
八
歳
未
満
の
者
に
給
付
し
、
寡
婦
年
金
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
条
件
を
満
た

し
た
夫
と
死
別
し
た
妻
に
対
し
て
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
に
支
給
す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
額
は
老
齢
年
金
の
額
の
二
分
の
一

と
し
た
の
で

あ
る
。

無
拠
出
年
金
は
福
祉
年
金
と
い
わ
れ
、
老

齢
、
障
害
、
母
子
の
三
年
金
制
と
し
た
。

老
齢
福
祉
年
金
は
七
十
歳
以
上
の
者
に
支
給
し
、

障
害
福
祉
年
金
は
一
級
に
該
当
す
る
程
度
の
廃
疾
状
態
の
者
に
支
給
し
、

母
子
福
祉

年
金
は
夫
と
死
別
し
義
務
教
育
終
了
前
の
子
の
あ
る
者
に
支
給
す
る
こ
と
と
定
め
た
の
で
あ
る
。

福
祉
年
金
は
制
限
規
定
と
し
て
、
受
給
権
者
も
し
く
は
そ
の
配
偶
者
が
公
的
年
金
を
受
け
る
と
き
、
ま
た
は
受
給
権
者
、
配
偶
者
ま
た

は
扶
養
義
務
者
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
そ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
し
た
。
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国
の
負
担
金
は
拠
出
年
金
の
納
付
保
険
料
の
二

分
の
一
。

福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
そ
の
全
額
と
し
た
。

財
政
運
営
は
積
み
立
て
方
式
と
し
保
険
料
及
び
そ
の
国
庫
負
担
金
が
積
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

実
施
期
日
は
、

福
祉
年
金
は
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一
日
、
拠
出
年
金
は
昭
和
三

十
五
年
十
月
一
日
を
資
格
取
得
の
期
日
と

し
、

保
険

料
の
納
付
は
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
と
し
て
運
営
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

制
度
の
改
正

国
民
年
金
制
度
の
改
正
は
、
経
済
変
動
に
伴
う
支
給
額
の
改
正
、
所
得
制
限
限
度
額
の
改

正、
公
的
年
金
と
の
併
給
と
支
給
の
調
整
に

つ
い
て
の
改
正
な
ど
経
済
情
勢
に
即
応
し
た
改
正
が
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
っ
て
保
険
料
の
額
の
改
正
も
そ
の
つ
ど
行
わ
れ
て

お
り
そ
の
主
な
も
の
は
別
表
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
制
度
的
な
改
正
は
昭
和
六
十
一
年
四
月
施
行
の
改
正
が
画
期
的
と
さ
れ
、
か
つ
昭
和
三
十
四
年
制
度
創
設
時
に
お
け
る
目
標

と
さ
れ
た
年
金
制
度
の
一
元
化
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
改
正
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
者
の
強
制
加
入

第
一
号
被
保
険

者、
主
と
し
て
従
来
の
加
入
条
件
を
有
す
る
者

第
二
号
被
保
険

者、
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
(
二

重
加
入
と
な
る
)

第
三
号
被
保
険

者、
厚
生
年
金
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者

二
、
任
意
加
入
被
保
険
者
、
学
生
、
被
用
者
年
金
制
度
か
ら
老
齢
(
退
職)

年
金
受
給
者
、
外
国
在
住
者

三
、
給
付

基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

年
額

六
二
万
二
、

八
〇
〇
円

障
害
基
礎
年
金
" (

一
級
)
七
七
万
八
、
五
〇
〇
円

1 1
(
二

級
)
六
二
万
二
、
八
〇
〇
円

遺
族
基
礎
年
金

1 1
六
二
万
二
、
八
〇
〇
円

子
の
加
算
あ
り



寡

婦
年

金

別表(1) 福祉年金の改正経過(抄) 単位 円

施行期日 昭和34.11 40.9 45.10 50.10 55.8
年金種類
老 齢 福 祉 年 金 12,000 15,600|24,000 144,000 270,000円

1級 18,000 24,000|37,200 216,000 405,000円
障 害 福祉 年金

2級 144,000 270,000

12,000|18,000|31,200 187,200 351,600
1人

母子(準母子)福祉年金加算 2,400 4,800 4,800 9
目
,600 60,000円

2人目から 24,000
4,800

老 齢 特 別 給 付 金 D CMサイレントンHAR
altnet H a n 108,000 108,000

別表(2) 拠出年金の保険料の推移(抄)
年 月 昭和

36.4 44,1 45.7 50.1 55.4 60.4 61.4
年齢

20歳～34歳 100円 250円

35歳～59歳 150円 350円 450円 1,100円3,770円6,740円 7,100円)
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寡
婦
年
金

夫
が
う
け
ら
れ
る
べ

B

き
額
の
四
分
の
三

死
亡
一

時
金

一 二
万
六
、
五
〇
〇

円
(
保
険
料
納
付

が
二
十
五
年
～
三
十

年
の
場
合
)

四
、
そ
の
ほ
か
、

厚
生
年

金 、
共
済
年
金
の
被
保
険
者
本

人
と
、
そ
の
配
偶
者
の
保
険
料
は
直
接
個
人
で
納
付
は

要
せ
ず
、
制
度
間
で
通
算
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
改
正
に
よ
っ
て
保
険
料
も
月
額
七
千
百
円
と

な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
別
表
①
②

③
に
み
る
通
り
で

あ
る
。

本
村
の
状
況

本
村
の
加
入
者
は
昭
和
六
十
年
度
末
現
在
七
百
十
一
名

で
、
保
険
料
額
は
五
千
十
九
万
一
千
七
百
八
十
円
で
あ
る
。

1
1

受
給
状
況
は
、
拠
出
年
金
受
給
者
二

百
八
十
名
で
一
億

五
百
六
十
万
一
千
円
、

福
祉
年
金
受
給
者
百
四
名
で
三
千

二
百
七
十
五
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
そ
の
他
の

)
状
況
は
別
表
④
⑥

、
17で
み
る
と
お
り
で
あ
る
。

(
(
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別表(3) 拠出年金給付額(昭和61年4月1日現在)

給 付の 種 類 給 付の 対 象 給 付 額|備 者

老齢 基礎年 金 20歳から60歳まで 完 622,800円納 した場合

1 級 障 害 778,500円
障 害基礎年金

2 級 障 害 622,800円

子が1人いる妻 809,600円

遺族基礎年金 子が2人いる妻 996,400円(妻が受けるとき)
子が4人以上の

子が3人いる妻 1,058,,800円 ときは1人につ
き62,300円加 算

1人のとき 622,800円
〃1

(子供が受けるとき) 3人以上のと き
2人のとき 809,600円 は1人につ き

62,300円を加算
200円× 加、第 付加年金 付加保険料給付者 料
00
納付月

付
数
保険

の一
独
給
自
号
保
被 寡婦年 金 6

間
0歳から65歳までの 夫の受給額の 3

4
付険 保険料を3年以上納 円
者 死亡一時金 付し何の給付も受け 100,000～200,000

なか ったとき

別表(4) 現存被保険者と異動状況
別|前年 増 減

差引 その年度末

年 度\数

被
険

度
保
者

末
資
取格得車転入計 資取得格

資
喪失
格喪
申由
資
失
出
格
死亡

-

転
-

出
不

社
管
在

保
理 増減 他 被

者数
保険

昭和
40 69366 31 1 19 54 19 712
44 842 66 32 98 4 30 2 50 86 12 856

50 78554 10 64 23 1 2 13 1 67 △A3 782

55 774 74 20 94 5 14 12 1 23 △2 108 △14 760

59 73961 22 83 2 17 4 1 15| 3 114 △A31 708
60 70885 31 116 8 15 11 2 26 △2 113 2 711

‒341-

考

2

計

1
3

9
3

1
1

1
2
1
1
2

1
4

51

3
4

5
2
8

37

増
7
23

俄
険
数



別表(5)障害、母子、準母子、 寡婦、死亡福祉年金受給調
別 障 害 母 子 準母子 遺 児 寡 婦 死 亡

年度 件数 金 額 件数 金 額 牛数|金額|件数|金額|件数|金額|件数|金 額
昭和 円
40 3 72,000 108,194

45 3 106,200 2 60,000 1 10,000円

50 41,528,200 7 2,415,600 1 88,296 1 17,000

59 2 1,003,0006 4,209,600 23,000

別表(6)老齢福祉年金受給権者及び支給年金額
別 一 部 支 給 全 部 支 給 停 止 計

的年 |公的年全

支

部
金公受給 配偶者

年
配偶

!

老者
金
太受給 所

1
得 制限

併給
扶養義 件

給中 老齢 障害受中
限 ) 配 扶 務 額

年度
八
(額
下”
以度
/
)!
中
金受給給中 /限

額
度
以 本人

者
偶
義
者
務
養
選択
得制

者

限

所 金

昭和 円
40年|69 16 50 2 138 1,837,869
45 122 10 4 138 3,027,017

50 144 一 14920,736,000
59 118 1

2 120 31,860,000
60 79 8926,550,000

61 77 3 1 8525,420,800

別表(7)保険料免除被保険者数調
別 免 除 者 数

被保険者数 免 除 率
年度 法定免除 申請免除 計

%

昭和40 712 16 22 3.1

743 13 17 2.3

50 738 20 12 32 4.3
55 711 15 19 34 4.8

60 662 17 22 39 5.9

61 616 15 26 41 6.6

・342 -w w w w . m a‒‒ ‒

%

1
1

1
金

件
数

一

5
1

l
i
s
e
r

3
2

4

4

1

5
子

防
御

上

1
4

4
4

6

5
2

2
円

1
1

7
3

w
a
n
a
f
u

2
7

54
95
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第
七
節

福
祉
関
係
の
団
体

鳴
沢
村
社
会
福
祉
協
議
会

昭
和
二
十
六
年
設
立
さ
れ
、
村
の
福
祉
活
動
の
中
核
と
し
て
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
構
成
員
は
村
、
村
議
会
、
民
生
・
児
童
委
員
・

福
祉
関
係
団
体
・
教
育
委
員
な
ど
の
代
表
者
及
び
学
識
経
験
者
並
び
に
協
力
者
が
充
て
ら
れ
、
名
実
と
も
に
村
を
挙
げ
て
の
協
議
組
織
に

な
っ
て
い
る
。

会
の
運
営
は
、

会
費
と
拠
出

金
、
共
同
募
金
の
配
分
金
な
ど
を
経
費
に
充
て
て
お
り
、
事
業
は
専
門
部
会
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
実
情
に
即
し
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
な
体
制
が
樹
立
し
て
い
る
。

鳴
沢
村
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

村
の
保
健
活
動
の
推
進
を
目
的
に
昭
和
五
十
八
年
設
置
さ
れ
た
会
で
あ
る
。

構
成
員
は
全
村
民
と
し
て
、

行
政
機
関
、

保
健
医
療
機

関
、

住
民
代
表
、

学
校
関
係
者
な
ど
か
ら
委
員
十
八
名
が
選
ば
れ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

事
業
は
、
総
合
的
な
保
健
施
策
の
検
討
、

健
康
診
査
、

健
康
相
談
、
保
健
栄
養
指
導
、

食
生
活
の
改
善
、
地
区
衛
生
組
織
の
育
成
、

健

康
教
育
な
ど
広
範
で
あ
る
。

会
長
は
村
長
が
充
て
ら
れ
て
お
り
、
年
々
の
「
た
っ
し
ゃ
ま
つ
り
」
は
、
村
民
の
す
べ
て
が
自
分
の
健
康
を
自
分
で
考
え
る
こ
と
に
役

立
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
た
っ
し
ゃ
ま
つ
り
」

は
、

本
会
の
設
立
す
る
以
前
の
昭
和
五
十
五
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
本
会
の
組
織

化
と
と
も
に
受
け
継
が
れ
、
年
ご
と
に
そ
の
目
的
を
果
た
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

鳴
沢
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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昭
和
三
十
七
年
設
立
さ
れ
、
会
員
は
村
内
の
七
十
歳
以
上
の
者
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
。
村
内
各
地
区
ご
と
に
班
が
あ
り
、
充
実
し
た

組
織
活
動
が
図
ら
れ
て
い
る
。
事
業
と
し
て
は
心
身
の
健
康
保
持
、
学
習
活
動
の
た
め
に
資
す
る
も
の
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催
、

保
育
所
も
ち
つ
き
大

会、
小
学
校
ふ
る
さ
と
学
級
へ
の
参
加
、

毎
月
五
日
の
村
内
清
掃
奉
仕
な
ど
が
あ

る
。
村
民
は
、
敬
老
会
を
開
い
て
会
員
を
招
待
し
て
お
り
、
こ
れ
へ
の
参
加
は
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
末
日

の
会
員
数
は
二

百
三

十
五
名
で

あ
る
。

鳴
沢
村
母
子
愛
育
会

村
内
の
母
子
保
健
事
業
の
推
進
に
寄
与
し
て
い
る
会
で
、

昭
和
五
十
三

年
設
立
さ
れ
た
。

会
員
は
、

村
内
の
全
世
帯
の
加
入
と
な
っ
て
い
て
鳴
沢
、
大
田
和
の
地
区
ご
と
に
分
班
を
置
き
、
そ
の
下
に
は
各
組
ご
と
に
班
員
二
名

ず
つ
を
置
い
て
活
動
の
普
及
を
図
っ
て
い
る
。
事
業
は
母
子
衛
生
の
向
上
の
た
め
の
諸
活
動
で
あ
り
、
広
範
な
分
野
で
あ
る
が
、
主
な
も

の
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

(
愛
育
思
想
の
啓
発
と
普
及

1 )I
妊
産
婦
、
乳
児
な
ど
の
訪
問
と
相
談

)1
妊
産
婦 、

乳
児
の
定
期
検
診
へ
の
協
力

)( 1四
そ
の
他
の
健
康
検
診
の
普
及

な
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
に
そ
の
つ
ど
必
要
な
行
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
知
識
、
技
術
の
研
修

会
の
実
施
な
ど
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

鳴
沢
村
栄
養
改
善
推
進
協
議
会

村
民
の
健
康
増
進
の
た
め
に
必
要
な
食
生
活
改
善
を
目
的
と
し
て
昭
和
四
十
九
年
結
成
さ
れ
た
。
村
民
の
食
生
活
は
近
年
と
み
に
多
様

化
し
て
お
り
、

健
康
増
進
に
必
要
な
食
生
活
、

食
習
慣
の
改
善
は
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。
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特
に
最
近
で
は
、
い
わ
ゆ
る
“
公
害
食
品

"
と
い
わ
れ
る
食
品
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
の
啓
発
普
及
が
望
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
分
野
で

も
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
調
査
研
究
、
研
修
会
、
講
習
会
の
開
催
な
ど
多
面
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

戦
没
者
遺
族
会

本
会
の
設
立
年
月
は
不
詳
で
あ
る
が
、
旧
靖
国
会
の
経
過
が
あ
る
の
で
終
戦
直

後、
す
な
わ
ち
昭
和
二
十
年
ご
ろ
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

事
業
は
戦
没
者
の
慰
霊
と
会
員
の
親
睦
互
助
で
あ
る
が

東
臼
田
和
の
植
林
地
及
び
平
和
ヶ
丘
の
保
護
育
成
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
の

会
は
戦
没
者
の
遺
族
の
う
ち
で
、
入
会
を
希
望
す
る
者
の
み
で
結
成
さ
れ
て
お
り
、
運
営
も
ま
た
友
愛
的
で
あ
る
。
な
お
、
二
地
区
へ
そ

れぞ
れ
班
を
置
い
て
会
員
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

や
す
ら
ぎ
会

昭
和
三
十
年
代
末
に
結
成
さ
れ
た
婦
人
グ
ル
ー
プ
の
会
で
あ
る
。
鳴
沢
、
大
田
和
両
地
区
の
婦
人
有
志
約
四
十
人
で
発
足
し
た
が
現
在

は
三
十
数
名
の
会
員
で
活
動
し
て
い
る
。
活
動
分
野
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
、

清
掃
奉
仕
、

保
育
所
児
童
と
の
交
流
の
餅
つ
き
大
会
、
野
菜
つ
く
り
、

花
つ
く
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
の
敬
老
会
演
芸
披
露
な
ど
、

各
方
面
に
わ

た
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

(
筒

井
義

明
)
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